
① 学校名

② 大学等の設置者

③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム又は授業科目名称

⑥ プログラムの開設年度

⑦ 教員数 人 人

⑧ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑨ 全学部・学科の入学定員 人

⑩ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑪ プログラムの運営責任者

⑫ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等） 　

⑬ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑭ 申請する認定プログラム

⑮連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

45

218

200

委員長

木更津工業高等専門学校 ファカルティ・ディベロップメント推進委員会

木更津工業高等専門学校 点検・評価委員会

６年次 0

1030

２年次

（責任者名） 佐久間 研二 （役職名）

180

207

様式１

（常勤）

高等専門学校

千葉県木更津市清見台東2-11-1

29

木更津工業高等専門学校

独立行政法人　国立高等専門学校機構

平成29年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

74 （非常勤）

木更津工業高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラム

akyomu@a.kisarazu.ac.jp 0438-30-4040

４年次

中根　幹子

198

学生課教務係

（責任者名） 副校長（総務担当）鈴木 聡 （役職名）

（責任者名） 板垣 貴喜

227

（役職名）

認定教育プログラム

校長



様式２－１

学校名：

① 教育プログラムの修了要件

② 具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

現代社会A（3年）

情報処理Ⅰ（1年）

工学実験ⅠA（1年）

工学実験ⅠB（1年）

木更津工業高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

平成29年度以降に入学した機械工学科の入学生について、「情報処理Ⅰ」、「工学実験ⅠA」、

「工学実験ⅠB」、「現代社会A」科目の単位を全て修得すること。

授業科目名称 授業科目名称



様式２－２

学校名：

① 教育プログラムの修了要件

② 具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

現代社会A（3年）

情報リテラシー（1年）

実験実習ⅠA（2年）

実験実習ⅠB（2年）

木更津工業高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

平成29年度以降に入学した電気電子工学科の入学生について、「情報リテラシー」、「実験実

習ⅠA」，「実験実習ⅠB」、「現代社会A」科目の単位を全て修得すること。

授業科目名称 授業科目名称



様式２－３

学校名：

① 教育プログラムの修了要件

② 具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

現代社会A（3年）

計算機演習（1年）

実験実習Ⅱ（2年）

実験実習Ⅲ（3年）

木更津工業高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

平成29年度以降に入学した電子制御工学科の入学生について、「計算機演習」、「実験実習

Ⅱ」，「実験実習Ⅲ」、「現代社会A」科目の単位を全て修得すること。

授業科目名称 授業科目名称



様式２－４

学校名：

① 教育プログラムの修了要件

② 具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

現代社会A（3年）

コンピュータ入門Ⅰ（1年）

実験・実習ⅠA（1年）

実験・実習ⅠB（1年）

木更津工業高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

平成29年度以降に入学した情報工学科の入学生について、「コンピュータ入門Ⅰ」、「実験・実

習ⅠA」，「実験・実習ⅠB」、「現代社会A」科目の単位を全て修得すること。

授業科目名称 授業科目名称



様式２－５

学校名：

① 教育プログラムの修了要件

② 具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

現代社会A（3年）

情報処理入門（1年）

測量実習A（2年）

測量実習B（2年）

木更津工業高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

平成29年度以降に入学した環境都市工学科の入学生について、「情報処理入門」、「測量実習

A」，「測量実習B」、「現代社会A」科目の単位を全て修得すること。

授業科目名称 授業科目名称



木更津工業高等専門学校

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

200 42 38 39 34 41 0 40 0 0 0 0 0 162 81%

200 47 38 34 26 43 0 40 0 0 0 0 0 164 82%

200 46 42 40 34 42 0 43 0 0 0 0 0 171 86%

200 46 41 40 35 44 0 44 0 0 0 0 0 174 87%

200 42 41 41 38 42 0 42 0 0 0 0 0 167 84%

1000 223 200 194 167 212 0 209 0 0 0 0 0 838 84%

様式３

学校名：

プログラムの履修者数等の実績について

学部・学科等名称
収容

定員

令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 履修者数

合計
履修率

機械工学科

電気電子工学科

電子制御工学科

情報工学科

環境都市工学科

合　計



様式４－１

学校名：

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

情報処理Ⅰ 

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－２、導入１

－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。また、デー

タの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。

　情報処理Iでは、情報の概念や性質について学び、社会で活用されている技術やデータの種類について理解を深め、それらが日

常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得ることを学習する。

講義テーマ

コンピュータの仕組み(2)、情報の表現(3)、電子メールの仕組みおよび使い方(9)、情報の取り扱い（16）

プログラムの授業内容・概要

授業概要

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分野の技術が

関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社会活動にどのように組

み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす影響を考える。

　現代社会Ａでは、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な企業の生産や管理に取り込まれ

ているかを講義する。

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

※モデルカリキュラ

ム導入１－１、導入１

－６が該当

木更津工業高等専門学校



授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

現代社会A

情報処理Ⅰ 

工学実験ⅠA

工学実験ⅠB

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－４、導入１

－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数理データ

の技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするものであることを学ぶ。

　現代社会Ａでは、さまざまなサービスへの適用事例の紹介を通じて、安全という価値が、従来とは異なる概念として捉えられつつ

あることなどを学習する。

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情報

漏洩等、データを守る

上での留意事項への

理解をする

※モデルカリキュラ

ム心得３－１、心得３

－２が該当

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらのデータの活

用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術などを学び、データを守

る上での重要事項を学ぶ。

　現代社会Ａでは、AIの普及に伴う倫理問題として、知的財産権や個人情報がどのように取り扱われるようになるのかを具体的な法

令を参照しつつ学習する。

　情報処理Iでは、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニケーションや

サービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

　工学実験IAおよび工学実験IBでは、不正アクセスや情報漏洩、盗難等のセキュリティインシデントとそれらを防ぐ手法について学

習する。

講義テーマ

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

知的財産権 (3, 4)、情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

コンピュータの仕組み(2)、情報の表現(3)、電子メールの仕組みおよび使い方(9)、情報の取り扱い（16）

総括 / 情報セキュリティに関する演習（9、16）

総括 / 情報セキュリティに関する演習（4、8、12、16）



授業科目名称

工学実験ⅠA

工学実験ⅠB

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログラ

ミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教

師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含

む）を用いた演習な

ど、社会での実例を

題材として、「データ

を読む、説明する、扱

う」といった数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基

本的な活用法に関す

るもの

※モデルカリキュラ

ム基礎２－１、基礎２

－２、基礎２－３が該

当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。データを実問題

へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。

　工学実験IAおよび工学実験IBでは、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、学生自身が測定した実測値を対象

にして、Excelでのデータの処理方法、関数の扱い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことをグループ

ディスカッションを交えて実習する。

講義テーマ

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。

社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

授業科目名称

工学実験IA，工学実験IB

情報処理Ⅰ 

情報処理Ⅰ 

報告書作成指導（2）、測定器と測定値に関する実験（13～15）、総括 / 情報セキュリティに関する演習（9、16）

穴あけ精度実験（9～11）、総括 / 情報セキュリティに関する演習（4、8、12、16）



様式４－２

学校名：

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

情報リテラシー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プログラムの授業内容・概要

授業概要

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

※モデルカリキュラ

ム導入１－１、導入１

－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分野の技術が

関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社会活動にどのように組

み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす影響を考える。

　現代社会Ａでは、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な企業の生産や管理に取り込まれ

ているかを講義する。

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－２、導入１

－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。また、デー

タの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。

　情報リテラシーではインターネットの特性や情報の概念・性質について学び、それらをうまく活用することで様々な問題の解決方法

を見つける手がかりとなりえることを学習する。

講義テーマ

ネチケット（2, 3）、情報の概念・性質と表現（4）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

木更津工業高等専門学校



授業科目名称

現代社会A

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

授業科目名称

現代社会A

情報リテラシー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－４、導入１

－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数理データ

の技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするものであることを学ぶ。

　現代社会Ａでは、さまざまなサービスへの適用事例の紹介を通じて、安全という価値が、従来とは異なる概念として捉えられつつ

あることなどを学習する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらのデータの活

用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術などを学び、データを守

る上での重要事項を学ぶ。

　現代社会Ａでは、AIの普及に伴う倫理問題として、知的財産権や個人情報がどのように取り扱われるようになるのかを具体的な法

令を参照しつつ学習する。

　情報リテラシーでは、不正アクセスや情報漏洩、盗難等のセキュリティインシデントとそれらを防ぐ手法について学習する。

講義テーマ

知的財産権 (3, 4)、情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

ネチケット（2, 3）、情報の概念・性質と表現（4）

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情報

漏洩等、データを守る

上での留意事項への

理解をする

※モデルカリキュラ

ム心得３－１、心得３

－２が該当

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



授業科目名称

実験実習IA

実験実習IB

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログラ

ミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教

師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

　

　

　

　

　

　

　

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。データを実問題

へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。

　実験実習IAおよび実験実習IBでは、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、実験データの処理方法、関数の扱

い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

各種実験・製作実習およびレポート作成（１－１５）

各種実験・製作実習およびレポート作成（１－１５）

実験実習IA，実験実習IB

　

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけることができる。

データ処理や結果を分析し論理的に考察することで、自らの専門分野へ応用できる。

社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できる。

情報リテラシー

情報リテラシー

　

　

　

　

　

　

　

授業科目名称

　

　

　

　

　

　

　

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含

む）を用いた演習な

ど、社会での実例を

題材として、「データ

を読む、説明する、扱

う」といった数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基

本的な活用法に関す

るもの

※モデルカリキュラ

ム基礎２－１、基礎２

－２、基礎２－３が該

当

授業概要



様式４－３

学校名：

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

計算機演習

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

※モデルカリキュラ

ム導入１－１、導入１

－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分野の技術が

関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社会活動にどのように組

み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす影響を考える。

　現代社会Ａでは、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な企業の生産や管理に取り込まれ

ているかを講義する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－２、導入１

－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。また、デー

タの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。

　計算機演習では、電子計算機内における情報の表現方法について学ぶ。また、Excelの関数の利用方法やグラフの作成法といっ

たデータ活用に必要な基礎知識とPowerPointを用いたスライドの作成とプレゼンテーションの演習を行い、情報発信に必要な基礎

知識を学習する。

講義テーマ

情報の表現方法（4）、Excelを使用した表計算とグラフの作成（６，７）、PowerPointを用いた情報発信（９～１４）

木更津工業高等専門学校



授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

現代社会A

計算機演習

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－４、導入１

－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数理データ

の技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするものであることを学ぶ。

　現代社会Ａでは、さまざまなサービスへの適用事例の紹介を通じて、安全という価値が、従来とは異なる概念として捉えられつつ

あることなどを学習する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらのデータの活

用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術などを学び、データを守

る上での重要事項を学ぶ。

　現代社会Ａでは、AIの普及に伴う倫理問題として、知的財産権や個人情報がどのように取り扱われるようになるのかを具体的な法

令を参照しつつ学習する。また、計算機制御では情報漏洩や不正アクセスなどの手法とそれらの対策について学習する。

講義テーマ

知的財産権 (3, 4)、情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

情報セキュリティ（2）

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情報

漏洩等、データを守る

上での留意事項への

理解をする

※モデルカリキュラ

ム心得３－１、心得３

－２が該当



授業科目名称

実験実習Ⅱ

実験実習Ⅲ

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログラ

ミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教

師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。データを実問題

へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。

　実験実習Ⅱおよび実験実習Ⅲでは、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、実験データの処理方法やグラフの

作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

データの整理、グラフ作成（２～６、１２～１３）

データの整理、グラフ作成（２〜７、１１～１４）

実験実習II、実験実習III

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。

社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

実験実習II

授業科目名称

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含

む）を用いた演習な

ど、社会での実例を

題材として、「データ

を読む、説明する、扱

う」といった数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基

本的な活用法に関す

るもの

※モデルカリキュラ

ム基礎２－１、基礎２

－２、基礎２－３が該

当

授業概要



様式４－４

学校名：

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

コンピュータ入門I コミュニケーション・ネットワーク(9-13)

講義テーマ

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。また、デー

タの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。

　コンピュータ入門Iでは情報社会、コンピュータに係るコミュニケーションに関する基礎的事項を学習し，コンピュータ周辺の知識を

高める。当該授業において、教育内容や身の回りのツールからデータについて理解し、興味あるデータを探して，分析する。

授業概要

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

※モデルカリキュラ

ム導入１－１、導入１

－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分野の技術が

関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社会活動にどのように組

み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす影響を考える。

　現代社会Ａでは、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な企業の生産や管理に取り込まれ

ているかを講義する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

木更津工業高等専門学校

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－２、導入１

－３が該当



授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

現代社会A

コンピュータ入門I

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

講義テーマ

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数理データ

の技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするものであることを学ぶ。

　現代社会Ａでは、さまざまなサービスへの適用事例の紹介を通じて、安全という価値が、従来とは異なる概念として捉えられつつ

あることなどを学習する。

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらのデータの活

用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術などを学び、データを守

る上での重要事項を学ぶ。

　現代社会Ａでは、AIの普及に伴う倫理問題として、知的財産権や個人情報がどのように取り扱われるようになるのかを具体的な法

令を参照しつつ学習する。また、コンピュータ入門Iでは、情報と情報社会，社会の変化と個人の責任について理解する．さらに、情

報社会の問題，個人情報とその保護について理解する。

講義テーマ

知的財産権 (3, 4)、情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

情報と情報社会，社会の変化と個人の責任(4)情報社会の問題，個人情報とその保護(5-6)

授業概要

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情報

漏洩等、データを守る

上での留意事項への

理解をする

※モデルカリキュラ

ム心得３－１、心得３

－２が該当

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－４、導入１

－５が該当



授業科目名称

実験・実習IA

実験・実習IB

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログラ

ミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教

師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

講義テーマ

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。データを実問題

へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。

　実験・実習IAとIBではソフトウェアとハードウェアとの関係を深く学ぶとともにデータの取り扱いに必要なプログラムの基本形が理

解する。

アルゴリズム(1-8),プログラミング（9-15)

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。

社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

実験・実習IA

実験・実習IB

授業科目名称

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含

む）を用いた演習な

ど、社会での実例を

題材として、「データ

を読む、説明する、扱

う」といった数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基

本的な活用法に関す

るもの

※モデルカリキュラ

ム基礎２－１、基礎２

－２、基礎２－３が該

当

授業概要

論理回路とインタフェースプログラミング(5-15)



様式４－５

学校名：

① プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

情報処理入門

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

※モデルカリキュラ

ム導入１－１、導入１

－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分野の技術が

関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社会活動にどのように組

み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす影響を考える。

　現代社会Ａでは、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な企業の生産や管理に取り込まれ

ているかを講義する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－２、導入１

－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。また、デー

タの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。

　情報処理入門では、Excelでの関数を用いたデータの集計や並び替え、スプレッドシートを用いたデータ解析、データの表現方法

としての基本的なグラフの作成を通してデータの活用について演習する。

講義テーマ

Excelによる表計算とグラフ作成（9～11）

木更津工業高等専門学校



授業科目名称

現代社会A

授業科目名称

現代社会A

情報処理入門

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの

※モデルカリキュラ

ム導入１－４、導入１

－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数理データ

の技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするものであることを学ぶ。

　現代社会Ａでは、さまざまなサービスへの適用事例の紹介を通じて、安全という価値が、従来とは異なる概念として捉えられつつ

あることなどを学習する。

講義テーマ

情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらのデータの活

用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術などを学び、データを守

る上での重要事項を学ぶ。

　情報処理入門では、現代人に必要とされる、情報を正しく判断するための能力である「情報モラル」と、インターネットを安心して利

用するための「情報セキュリティ」について、様々なフィクションの事例を用いながら主にe-Learningにより学ぶ。

　現代社会Ａでは、AIの普及に伴う倫理問題として、知的財産権や個人情報がどのように取り扱われるようになるのかを具体的な法

令を参照しつつ学習する。

講義テーマ

知的財産権 (3, 4)、情報倫理・AIの現状と倫理問題 (10)

情報モラルと情報セキュリティ（2～4）

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情報

漏洩等、データを守る

上での留意事項への

理解をする

※モデルカリキュラ

ム心得３－１、心得３

－２が該当



授業科目名称

測量実習A

測量実習B

② プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログラ

ミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教

師あり学習）

その他

③ プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。データを実問題

へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。

　測量実習AおよびBでは、測定データに含まれる誤差を過誤、系統誤差および偶然誤差の３種類に分類し、距離、高低差および角

度などの測定データに含まれる過誤を抑制するとともに、系統誤差を補正する方法について学び、実践する。さらに、同じ対象を繰

り返し測定したときに得られる複数の測定データに内在する偶然誤差の性質を踏まえ、対象の最確値とその標準偏差を推定する手

法を学び、実践する。

講義テーマ

測量実習の基礎（1）、歩測と巻尺による距離測量（2～3）、水準測量（4～11）、角測量と測角機器の基礎（12～16）

鋼巻尺による精密距離測量（1～3）、トラバース測量（4～11）

測量実習A，測量実習B

情報処理入門

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけて、自らの専門分野にも応用できる。

社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明し、活用できる。

授業科目名称

（５）実データ・実課題

（学術データ等を含

む）を用いた演習な

ど、社会での実例を

題材として、「データ

を読む、説明する、扱

う」といった数理・デー

タサイエンス・ＡＩの基

本的な活用法に関す

るもの

※モデルカリキュラ

ム基礎２－１、基礎２

－２、基礎２－３が該

当

授業概要



様式５

学校名：

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④履修者数・履修率の向上に向けた計画

本プログラムに関わる科目は、すべて第3学年以下に必修科目として設定されており、全学生が履

修および修得を促す規則となっている。

木更津工業高等専門学校

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

木更津工業高等専門学校ファカルティ・ディベロップメント推進委員会規則

次に掲げる事項を審議し，執行する。

（１） 教育プログラムの点検評価と改善に関すること。

（２） 教員の教育方法及びその他の教育活動の点検評価と改善に関すること。

（３） 教育環境の点検評価と改善に関すること。

（４） 教育間ネットワークによるファカルティ・ディベロップメントの推進に関する

こと。

※令和3年の申請時の体制を記載

委員長　　　 鈴木　聡

副委員長　　谷井　宏成

委員　　　　　岩崎　洋一

　　　　　　　　阿部　孝之

　　　　　　　　小田　功

　　　　　　　　泉　　源

　　　　　　　　丸山　真佐夫

　　　　　　　　鬼塚　信弘

学生課長



⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムに関わる科目は、すべて第3学年以下に必修科目として設定されており、全学生が履

修および修得を促す規則となっている。

本プログラムに関わる科目は、すべて第3学年以下に設定されており、全学生が履修および修得を

促す規則となっている。



⑦できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

本プログラムに関わる科目は、すべて第3学年以下に設定されており、全学生が履修および修得を

促す規則となっている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

令和2年度より全学にBYOD（Bring Your Own Device）を推進し、

1年次の全学の学生にノートパソコンの購入を進めるとともに全学生にオンラインツールである

Teamsをインストールさせた。

Teams上には各クラスのチームが作られ、オンラインで教員に相談できる環境を構築できている。学

生は授業時間以外に不明点をインターネット上で相談できる。



様式６

学校名：

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

全学的な履修者数、履修率

向上に向けた計画の達成・

進捗状況

本プログラムに関わる科目は全て第3学年以下に必修科目として設定しているため、全学科において令和3年度以降の

卒業生の履修率はほぼ１００％となることが見込まれる。

木更津工業高等専門学校

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況
全学科に対し、本プログラムに関わる科目を第3学年以下に必修科目として設定し、教務委員会において、単位の履修

状況および単位取得状況を確認している。

本プログラムに関わる科目は、すべて第3学年以下に必修科目として設定されており、全学生が履修および修得する体

制になっている。

学生アンケート等を通じた学

生の内容の理解度

本プログラムに関わる科目について授業アンケートを実施しており、学生の理解度を分析し次年度以降に活用してい

る。

学生アンケート等を通じた後

輩等他の学生への推奨度

本学では全学生に対してリテラシーレベル相当の修得を推奨しており、本プログラムに関わる科目は全て必修科目とし

ている。またwebシラバスに数理・データサイエンスに関連した科目であることを明記することで、在学生・入学希望者等

へ広く推奨する。



学外からの視点

※公表している場合のアドレス

② 自己点検・評価体制における意見等の公表の有無 予定

内容・水準を維持・向上しつつ、

より「分かりやすい」授業とする

こと

教育プログラム修了者の進

路、活躍状況、企業等の評

価

令和3年度時点で教育プログラムの修了者で卒業した学生はいない。

産業界からの視点を含めた

教育プログラム内容・手法等

への意見

運営諮問会議や機関別認証評価などの外部評価を受けている。令和2年度に実施された機関別認証評価では、本校

が拠点校となっている情報セキュリティ教育について高い評価を受けている。

数理・データサイエンス・ＡＩを

「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」

を理解させること

本プログラムに関わる科目において、先進的な事例を紹介しつつ、いかにAIが私たちの生活を支える仕組みや様々な

企業の生産や管理に取り込まれているかを講義している。授業アンケートなどから、数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ

楽しさ」「学ぶことの意義」を十分に理解させていると評価している。

https://www.kisarazu.ac.jp/datascience

受講者によるアンケートを通して開講科目は年度ごとに改善される態勢としている。また、授業担当教員が独自に作成

した授業の補助資料をオンラインで配布することにより自学自習に役立てられるような環境を整備している。



木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 情報処理⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0020 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 機༊工学ఐ 対象学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 藤本ഺೣ෩「ゼロからはじめるVisual Basic入門」஌北出ග、2012年、2200円(+税)
担当教員 ట藤 ඥ一
目的・ง୸目ఏ
1. 情報セキュリティについて理解するとともに、インターネットや電子メールのඝ作ができる。
2. Visual Basicのල౐な使い方を理解するとともに、フローチャートを見ながら条件分วを行うプログラムが作成できる。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
情報セキュリティについて説明し
、身近な情報セキュリティ問題に
対して対策を取ることができる

情報セキュリティについて説明で
きる

情報セキュリティについて説明で
きない

௬価ඨ目2
Visual Basicの基本的な使い方を理
解し，条件分วをൣうプログラム
を正確かつ過不足なく作成できる

Visual Basicの基本的な使い方を理
解し，条件分วをൣうプログラム
を作成できる

Visual Basicの基本的な使い方を理
解し，条件分วをൣうプログラム
を作成できない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教育方法ಉ
໪要 1. 情報セキュリティについて学ಆする。

2. Visual Basicの使い方について学ಆする。

౸業の進め方と౸業内
容・方法

1. ౸業は൥義஄式で行うが、౸業中にパソコンを利用した作業や౰ಆを行うことが多い。
2. 教ఐ書と配付資料に基づいて౸業を進めていく。
3. ౸業90分間に対して90分以上の復ಆを教ఐ書や配ഘ資料を活用して行う。

注意点
パソコンを使った౰ಆが多いため、あまりパソコンを使いຯれていない人は、空き時間ಉも利用してできるだけ早くパ
ソコンのඝ作にຯれること。また、൐回資料を配ഘするので、෺失しないようにファイリングしておくこと。౸業時間
中に作成しきれなかった౰ಆ問題は、空き時間を利用して作成すること。

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス ネットワークセンタのコンピュータシステムについて
理解できる

2ౝ コンピュータのல組み コンピュータのல組みについて理解できる
3ౝ 情報の表現 情報の表現方法を理解できる
4ౝ プログラミング言語のரథ プログラミング言語のரథについて理解できる

5ౝ Hello Worldプログラム Hello World! と表示させるプログラムを入力・実行す
ることができる

6ౝ コントロール Visual Basicにおけるコントロールを理解できる
7ౝ プロパティ プロパティを理解できる
8ౝ 前期中間試験 試験実施

2ndQ

9ౝ ௦案返ే
電子メールのல組みおよび使い方

௦案の返ేおよび解説
電子メールのல組みおよび正しい使い方を理解できる

10ౝ 加算プログラム 加算プログラムを入力・実行できる
11ౝ 定数 定数について理解できる
12ౝ フローチャート フローチャートのഭみ方を理解できる
13ౝ 条件分ว(1) 条件分วを理解しプログラムを作成できる

14ౝ 条件分ว(2) ネストのある条件分วを理解しプログラムを作成でき
る

15ౝ 前期定期試験 試験実施

16ౝ ௦案返ే
情報の取りඞい

௦案の返ేおよび解説
情報の正しい取りඞい方を理解できる

௬価割合
試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリ

オ 課題 その౎ 合計

総合௬価割合 30 0 0 0 0 70 0 100
基ຊ的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
௧門的能力 30 0 0 0 0 70 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

⋍

⋊

⋈
⋉

⋇
⋌

⋋

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示



木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 工学実験,$
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0026 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 機༊工学ఐ 対象学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ ૚実験テーঐで資料を配ഘするط೫࿒౸業用オンॹঐンॻ資料
担当教員 ৵ি ඘�高ଶ ஖ಜ੬
目的・ง୸目ఏ
؝実験の໪要が言इる؝ڭ
؝実験の内容を報ઔ書にまとめることができる؝ڮ
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1 実験໪要を言इる ஃ言をਭけれय，実験໪要を言इ
る

ஃ言をਭけても，実験໪要を言इ
ない

௬価ඨ目2 実験内容を報ઔ書にまとめること
ができる

ஃ言をਭけれय，実験内容を報ઔ
書にまとめることができる

ஃ言をਭけても，実験内容を報ઔ
書にまとめることができない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教育方法ಉ
໪要 工学に関する଑入஺మの実験である

౸業の進め方と౸業内
容・方法

೫࿒౸業と対એ౸業をಡ用して実験を実施する؝ڭ
実験の報ઔ書を作成し，ഁજ঩までに઀出する؝ڮ
一つの実験テーঐは，(1)実験໪要の説明，(2)実験の実施，(3)実験に関するઠ୍試問からଡ成されている؝گ

注意点
৸実験テーঐの報ઔ書を઀出しないと౐位がఊ੭できない؝ڭ
報ઔ書は৬ଇをତइて੶஽すること؝ڮ
報ઔ書は౎人に情報を஫इるものであるから，分かりやすく੶஽すること؝گ
報ઔ書がഁજ঩までに઀出されなかったৃ合は，੖点することもある؝ڰ

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ 報ઔ書作成੐଑ 工学における報ઔ書の৬ଇを言इる
2ౝ ಖഡ೾定実験1 ఢణ数フィルタリング回ଡ଼の実験໪要を言इる
3ౝ 機༊要ಞ実験1 ຓ੤૗ச機のச度とトルクに関する実験໪要を言इる
4ౝ જ断実験1 সരのજ断に関する実験໪要を言इる
5ౝ ೾定ஓと೾定கに関する実験1 ૚ர೾定ஓと೾定கに関する実験໪要を言इる
6ౝ ಖഡ೾定実験2 ఢణ数フィルタリング回ଡ଼の実験ができる
7ౝ ಖഡ೾定実験3 ఢణ数フィルタリング回ଡ଼の実験の報ઔ書が書ける
8ౝ 機༊要ಞ実験2 ຓ੤૗ச機のச度とトルクに関する実験ができる

2ndQ

9ౝ 機༊要ಞ実験3 ຓ੤૗ச機のச度とトルクに関する実験の報ઔ書が書
ける

10ౝ 対એ実験 テーঐの実験およびઠ୍試問ڮ
11ౝ 対એ実験 テーঐの実験およびઠ୍試問ڮ
12ౝ જ断実験2 সരのજ断に関する実験ができる
13ౝ જ断実験3 সരのજ断に関する実験の報ઔ書が書ける
14ౝ ೾定ஓと೾定கに関する実験2 ૚ர೾定ஓと೾定கに関する実験ができる
15ౝ ೾定ஓと೾定கに関する実験3 ૚ர೾定ஓと೾定கに関する実験の報ઔ書が書ける
16ౝ

௬価割合
試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリ

オ 報ઔ書 その౎ 合計

総合௬価割合 0 0 0 0 0 100 0 100
基ຊ的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
௧門的能力 0 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 工学実験,B
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0027 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 機༊工学ఐ 対象学年 1
開設期 ৏期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ ૚実験テーঐで資料を配ഘする
担当教員 ᨨ৛ ඈ੘
目的・ง୸目ఏ
؝実験の໪要が言इる؝ڭ
؝実験が実施できる؝ڮ
؝実験の内容を報ઔ書にまとめることができる؝گ
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1 実験໪要を言इる ஃ言をਭけれय，実験໪要を言इ
る

ஃ言をਭけても，実験໪要を言इ
ない

௬価ඨ目2 実験が実施できる ஃ言をਭけれय，実験が実施でき
る

ஃ言をਭけても，実験が実施でき
ない

௬価ඨ目3 実験内容を報ઔ書にまとめること
ができる

ஃ言をਭけれय，実験内容を報ઔ
書にまとめることができる

ஃ言をਭけても，実験内容を報ઔ
書にまとめることができない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教育方法ಉ
໪要 工学に関する଑入஺మの実験である

౸業の進め方と౸業内
容・方法

ྉをౣ成し，ྉごとに実験を実施するڭ10人前৏で؝ڭ
一つの実験テーঐをીइたら報ઔ書を作成し，ഁજ঩までに઀出する؝ڮ
回目に報ઔ書の内ڰ，回目に実験گ，ڮ，回目に実験໪要の説明ڭ，回からଡ成されておりڰ一つの実験テーঐは؝گ
容に関するઠ୍試問をする
一つの実験テーঐのઠ୍試問をીइたら，ઃの回から別の実験テーঐに୎る؝ڰ

注意点
৸実験テーঐの報ઔ書を઀出しないと౐位がఊ੭できない؝ڭ
報ઔ書は৬ଇをତइて੶஽すること؝ڮ
報ઔ書は౎人に情報を஫इるものであるから，分かりやすく੶஽すること؝گ
報ઔ書がഁજ঩までに઀出されなかったৃ合は，੖点することもある؝ڰ

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৏期

3rdQ

1ౝ ૴৬実験 ૴れの૭ଳ৲の実験໪要を言इる
2ౝ ૴৬実験 ૴れの૭ଳ৲の実験ができる
3ౝ ૴৬実験 ૴れの૭ଳ৲の実験報ઔ書が書ける
4ౝ 総ฐ 報ઔ書の内容のઠ୍説明ができる
5ౝ ঽ৿৲実験 シーॣンス਑౪の実験໪要を言इる
6ౝ ঽ৿৲実験 シーॣンス਑౪の実験ができる
7ౝ ঽ৿৲実験 シーॣンス਑౪の実験報ઔ書が書ける
8ౝ 総ฐ 報ઔ書の内容のઠ୍説明ができる

4tKQ

9ౝ าあけಖ度実験 ঎ールೕによるาあけ作業におけるಖ度૗৲の実験໪
要を言इる

10ౝ าあけಖ度実験 ঎ールೕによるาあけ作業におけるಖ度૗৲に関する
実験ができる

11ౝ าあけಖ度実験 ঎ールೕによるาあけ作業におけるಖ度૗৲に関する
実験の報ઔ書が書ける

12ౝ 総ฐ 報ઔ書の内容のઠ୍説明ができる

13ౝ ຍ෷ガス॔ークྃம実験 ྃமச度によるྃけ੢み஥さのୀいに関する実験໪要
を言इる

14ౝ ຍ෷ガス॔ークྃம実験 ྃமச度によるྃけ੢み஥さのୀいに関する実験がで
きる

15ౝ ຍ෷ガス॔ークྃம実験 ྃமச度によるྃけ੢み஥さのୀいに関する実験の報
ઔ書が書ける

16ౝ 総ฐ 報ઔ書の内容のઠ୍説明ができる
௬価割合

試験 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリ
オ 報ઔ書 その౎ 合計

総合௬価割合 0 0 0 30 0 70 0 100
基ຊ的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
௧門的能力 0 0 0 30 0 70 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 現৻঺ভ$
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0057 ఐ目区分 一ಹ / 必ఊ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 機༊工学ఐ 対象学年 3
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ ِ高ಉ学校 ৗ現৻঺ভّ๦ব書੹
担当教員 ৵દ ෥೗
目的・ง୸目ఏ
現৻঺ভをଡ成するさまकまな਑度を理解し、さまकまな情報から、よりਦ౅できる情報を取ຽ৭උできる力をുう。また、ૼ୒঻というଳ点
から現৻঺ভをኇइ、્にૼ୒঻に要டされる຃理的問題षのిજな取り組み方がਖ਼別できるよう、ૼ୒঻຃理の入門レベルのੴ௙のಆ੭も目
੐す。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安(ર) ఏ準的なง୸レベルの目安(ଐ) ౞ง୸レベルの目安(不૭)

௬価ඨ目1 ૼ୒঻の঺ভ的使୵について説明
できる ૼ୒঻の঺ভ的使୵をੳ௙できる ૼ୒঻の঺ভ的使୵をੳ௙できな

い

௬価ඨ目2 ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
て説明できる

ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
てੳ௙できる

ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
てੳ௙できない

௬価ඨ目3 ೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義を説明できる

೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義を理解できる

೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義をੳ௙できない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
教育方法ಉ
໪要 ૼ୒঻຃理の౾問題を理解すること、そして঺ভがनのようなものであるसきかについての多஘なઅइを理解すること

を目੐す。
౸業の進め方と౸業内
容・方法 ൥義஄式で行うが、౸業内でঽらの意見を書く作業が൐回必ङ用意される。

注意点 ౸業内での作業をઌ໐に行い、問題の理解に౑めること。
౸業計画

ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ オリग़ンテーシঙン・঺ভとは୦か ౸業の方ଉ・目的および、঺ভとは୦かといった問題
を理解する

2ౝ ૼ୒঻຃理ڭ ଲୗ੟ிભಉを୻に、ૼ୒঻の঺ভ的ிભ、プロフख़
ッシঙॼルとしてのあり方を理解する

3ౝ ૼ୒঻຃理ڮ
ੴ的ଃਓਥとして、෩作ਥ、実用ৗ案ਥ、意ွਥ、ૹ
ఏਥなनの౾ਥ利についての基本的なੴ௙をಆ੭する
。

4ౝ ૼ୒঻຃理گ ੴ的ଃਓਥとして、્ಅਥと不正଼ଥଆૃ法に関する
基本的なੴ௙をಆ੭する。

5ౝ ૼ୒঻຃理ڰ ਷ྀ୰を中ੱとして、ਁ૩対策や୭୆৳৸の問題につ
いて基本的なੴ௙をಆ੭する。

6ౝ ૼ୒঻຃理ڱ ੅ਢ૭能ਙとは୦かについて基本的なੴ௙をಆ੭する
。

7ౝ ૼ୒঻຃理ڲ ਁ૩ୟ出、および౮ધ৲理解の੎要ਙに関する基本的
なઅइ方を身につける。

8ౝ ૼ୒঻຃理ڳ ૼ୒୎ૡ、内৖ઔ発に関する基本的なઅइ方を身につ
ける。

2ndQ

9ౝ ૼ୒঻຃理8 設計をৢじて、多஘৲する঺ভに対するૼ୒঻の取り
組ि௅િとは୦かをઅइる。

10ౝ ૼ୒঻຃理9 ଻人情報、情報セキュリティに関する基本的なੴ௙を
ಆ੭する。

11ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋇ 近৻য়೦਌義、বড়਌ਥ、法の੍配についての基本的
なੴ௙をಆ੭する。

12ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋈ ঩本ব೦法の਑定、ਕপਉ理、そして೦法੝正のুਢ
きについての基本的なੴ௙をಆ੭する。

13ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋉ ਴ಉと୷別の問題について基本的なੴ௙をಆ੭する。
14ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋊ ಖઋ的ঽ૓に関する基本的なੴ௙をಆ੭する。

15ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋋ 身৬的ঽ૓、েோਥ、ਁુのૣකという໪୛について
の基本的なੴ௙をಆ੭する。

16ౝ
௬価割合

レポート 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計
総合௬価割合 100 0 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 100 0 0 0 0 0 100
௧門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 情報リテラシー
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0004 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電ਞ電子工学ఐ 対象学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 内িඈఴِ&言語によるプログラミング基ຊౣّ(ਸ਼2ග)ؙオーム঺、2001年、2�200円ٔق税ك
担当教員 නি ც子
目的・ง୸目ఏ
ネチॣット、情報のਙସ、ල౐な॔ル०リ६ムを理解する。その上で、&言語による画એ出力やキー঎ーॻ入力、条件分วや೷り返しの使い方を
ಁइ、્定の問題に対してこれらを用いてプログラムを作成する。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安
情報の取りඞい方法と、情報のਙ
ସとネチॣットを理解できる。ま
た、2・10・16進数の計算ができ
る。

情報のਙସとネチॣットを理解で
きる。また、2・10・16進数の計
算ができる。

情報のਙସとネチॣットを理解で
きる。また、঄ントがଖइられれ
य2・10・16進数の計算ができる
。

情報のਙସとネチॣットを理解で
きない。また、঄ントがଖइられ
ても2・10・16進数の計算ができ
ない。

઀示された問題に対し、॔ル०リ
६ムを作成することができ、
81,;におけるファイルଵ理の基ຊ
ができる。

઀示された問題に対し、॔ル०リ
६ムを作成することができ、
81,;におけるファイルଵ理の基ຊ
ができる。

઀示された問題に対し、঄ントが
ଖइられれय॔ル०リ६ムを作成
することができ、81,;におけるフ
ァイルଵ理の基ຊができる。

઀示された問題に対し、঄ントが
ଖइられても、॔ル०リ६ムの作
成と、81,;におけるファイルଵ理
の基ຊができない。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 1(3) 準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 2(3)
教育方法ಉ
໪要 ネチॣットを理解し、正しい情報の取りඞいができるようにする。また、॔ル०リ६ムの໪୛を理解する。
౸業の進め方と౸業内
容・方法

೫࿒౸業が中ੱとなる。また、試験において50�、課題と౸業ঀートषの取り組み40�、౸業態度10٫の௬価割合とす
る。

注意点
情報を取りඞう੠、ঽ分の行ನがఢ೧に఺ऻす୶஭をよくઅइて行৿すること。また、౰ಆは஋ாਙをもってಏみ、作
成したレポートはঽ分の作ષであることにঽਦが੅てるように教ఐ書ಉを૞અにしঽらでઅइて取り組िこと。また、
。時間ங度の੒ಆ、復ಆをすることが஦ましいڭ

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンスとネットワークセンターഈଜの取りඞいに
ついて

౸業内容を理解し、ネットワークセンターの情報ഈଜ
の基本的な取りඞいをಆ੭する。

2ౝ ネチॣット(৹स学ಆ) インターネットの્ਙを理解しネチॣットの基本的໪
୛をঽ分で৹सてまとめることができる。

3ౝ ネチॣット(まとめ) ネチॣットの基本໪୛を理解できる。

4ౝ 情報の໪୛・ਙସと表現 情報の્ਙを理解し、1ઃ情報と2ઃ情報の分థを理解
する。

5ౝ ॔ॼログ情報とॹィ४タル情報、情報のॹィ४タル表
現

॔ॼログ情報とॹィ४タル情報の્ਙを理解し、ॹィ
४タル情報が2進数で表現されることをੴる。

6ౝ 10進数、2進数、16進数 ତ数を10進数、2進数、16進数で表現できる。
7ౝ 1のଓ数による଀の数の表現 1のଓ数を用いて2進数で加੖算ができる。
8ౝ 中間試験

2ndQ

9ౝ 試験返ేと解説
10ౝ コンピュータのல組み 情報機ஓのଡ成を理解できる。
11ౝ 問題解ৠの方法૛ 基本的な॔ル०リ६ムを理解できる。

12ౝ フローチャート(1) 基本的な॔ル०リ६ムをフローチャートで表現できる
。

13ౝ フローチャート(2) ೷り返しと条件分วを入れたフローチャートを用いて
॔ル०リ६ムを表現できる。

14ౝ 81,;とファイルଵ理 ファイルやॹィレクトリを理解し、81,;コঐンॻでල
౐なファイルଵ理ができる。

15ౝ 前期定期試験
16ౝ 試験返ేと解説

௬価割合
試験 レポート 態度 合計

総合௬価割合 50 40 10 100
基ຊ的能力 0 0 0 0
௧門的能力 50 40 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 実験実ಆ⋛$
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0052 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 2
開設学ఐ 電ਞ電子工学ఐ 対象学年 2
開設期 前期 ౝ時間数 4
教ఐ書/教౫ なし
担当教員 上ਉ 正ཟ�ળ本 ৳�଄୴ ഻一
目的・ง୸目ఏ
電ਞ電子工学ఐの基ຊఐ目である電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュータ工学、情報処理に関する電ਞ現象の೾定とプログラムの作成ができる。
電ਞ回ଡ଼の੥଍、オシロスコープ・電૴計・電ಓ計・容୤計ಉのඝ作ができる。
レポート作成をৢじて、実験੥ટのତ理とઅ௄ができる。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理で学॒だこと
を実験にૢ用できる。

電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理を実験をৢじ
て理解できる。

電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理を実験をৢじ
て理解できない。

௬価ඨ目2 回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作がঽ分
でできる。

回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作が੐଑
書をもとにしてできる。

回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作ができ
ない。

௬価ඨ目3 実験੥ટのତ理とઅ௄がすसてঽ
分でできる。

実験੥ટのତ理とઅ௄が৖分的に
ঽ分でできる。

実験੥ટのତ理とઅ௄ができない
。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 1(3) 準学૒課ங 2(1) 準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 2(3) 準学૒課ங 3(1) 準学૒課ங 4(1) 準学૒課ங 4(2)
教育方法ಉ

໪要

電ਞ電子工学ఐの基ຊఐ目である電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュータ工学、情報処理に関する実験を行い、その電ਞ
現象の೾定法やプログラム作成法を学व。
実験をৢじて、回ଡ଼の੥଍法にຯれ、オシロスコープ・電૴計・電ಓ計・容୤計ಉの使用法にಆ࿃し、プログラミング
能力を高める。
レポート作成をৢじて、実験੥ટのତ理方法、੥ટに対するઅ௄方法を身につける。

౸業の進め方と౸業内
容・方法

ྉ員ڱعڰ੡のྉに分かれて実験を実施する。
ਸ਼ڭౝは教஼でガイダンスを行う。
ਸ਼ڮౝからは、実験の前に、目的、୸成目ఏ、ਉ理、実験方法を書いた前レポートを઀出して実験にಏि。
実験の৏、使用機ஓ、実験੥ટ、અ௄、課題の回௦、૞અધ൴を୯加した本レポートを઀出する。

注意点

実験ৃਚは「ものづくり実ಆ஼」および「電子ૢ用実験஼」である。
ઃの実験態度をஹる؟実験にిしたസಎ。実験஼内はଅ足డర、ධ୫੟なन不必要な੟の੅੢రૃ、௚ఝ電ਵరૃ、எ
語రૃ。
ઃの੟を੅૞する؟実験ঀート、ൿ੶用఻、ڰڶਖ਼のレポート用౛・グラフ用౛、定ૠ、電ཬ、঍チキス、はさみ、の
り、ঽ૔定ૠಉ。
実験ঀートはルー६リーフではなくለじたঀートを使い、実験テーঐ、঩時、ુ৊実験঻、使用機ஓ、೾定条件、ॹー
タಉすसてを੶入する。
ガイダンスで説明する「実験実ಆのুਬき」にజって実験をຄ行し、レポートを作成する。
前レポートと本レポートの઀出期଒をడஹする。ৢڭでも౞઀出のレポートがあれय、௬点はڬگ点以ৣとなる。

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス、実験の実施方法৸ಹの説明、૚実験の説
明

2ౝ ४ュールの法ಋ 電೸଍で਷を加೸し、४ュールの法ಋを確ੳできる。
3ౝ 電位分ഘによる電ੀのਘさの೾定 試料に電ಓを加इて、電位と電ੀਘ度を೾定できる。
4ౝ キル঄঍ッフの法ಋ キル঄঍ッフのਸ਼ڭ・ਸ਼ڮ法ಋを実験で確ੳできる。

5ౝ オシロスコープでのణ஄௴೾ オシロスコープの使い方とణ஄の೾定方法を理解でき
る。

6ౝ オンオフ回ଡ଼の基ຊ リレーとトラン४スタによるオンオフ回ଡ଼を理解でき
る。

7ౝ テブॼンの定理に関する実験 回ଡ଼理૛で学वテブॼンの定理を実験で理解できる。

8ౝ كڭقワイখレスঐイクキットのଲ作実ಆۂڻ ල౐なঐイクキットをଲ作できる。その説明書を作成
できる。

2ndQ

9ౝ كڮقワイখレスঐイクキットのଲ作実ಆۂڻ ල౐なঐイクキットをଲ作できる。その説明書を作成
できる。

10ౝ كگقワイখレスঐイクキットのଲ作実ಆۂڻ ල౐なঐイクキットをଲ作できる。その説明書を作成
できる。

11ౝ レポート作成঩
12ౝ レポート作成঩
13ౝ レポート作成঩
14ౝ レポート作成঩
15ౝ レポート作成঩
16ౝ レポート作成঩

௬価割合
レポート 合計

総合௬価割合 100 0 100
基ຊ的能力 50 0 50
௧門的能力 50 0 50
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分野横断的能力 0 0 0



木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 実験実ಆ⋛B
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0053 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 2
開設学ఐ 電ਞ電子工学ఐ 対象学年 2
開設期 ৏期 ౝ時間数 4
教ఐ書/教౫ なし
担当教員 上ਉ 正ཟ�ળ本 ৳�଄୴ ഻一
目的・ง୸目ఏ
電ਞ電子工学ఐの基ຊఐ目である電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュータ工学、情報処理に関する電ਞ現象の೾定とプログラムの作成ができる。
電ਞ回ଡ଼の੥଍、オシロスコープ・電૴計・電ಓ計・容୤計ಉのඝ作ができる。
レポート作成をৢじて、実験੥ટのତ理とઅ௄ができる。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目1
電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理で学॒だこと
を実験にૢ用できる。

電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理を実験をৢじ
て理解できる。

電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュ
ータ工学、情報処理を実験をৢじ
て理解できない。

௬価ඨ目2 回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作がঽ分
でできる。

回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作が੐଑
書をもとにしてできる。

回ଡ଼の੥଍、計೾ஓのඝ作ができ
ない。

௬価ඨ目3 実験੥ટのତ理とઅ௄がすसてঽ
分でできる。

実験੥ટのତ理とઅ௄が৖分的に
ঽ分でできる。

実験੥ટのତ理とઅ௄ができない
。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 2(1) 準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 2(3) 準学૒課ங 3(1) 準学૒課ங 4(2)
教育方法ಉ

໪要

電ਞ電子工学ఐの基ຊఐ目である電ਞ჌ਞ学、電ਞ回ଡ଼、コンピュータ工学、情報処理に関する実験を行い、その電ਞ
現象の೾定法やプログラム作成法を学व。
実験をৢじて、回ଡ଼の੥଍法にຯれ、オシロスコープ・電૴計・電ಓ計・容୤計ಉの使用法にಆ࿃し、プログラミング
能力を高める。
レポート作成をৢじて、実験੥ટのତ理方法、੥ટに対するઅ௄方法を身につける。

౸業の進め方と౸業内
容・方法

ྉ員ڱعڰ੡のྉに分かれて実験を実施する。
ਸ਼ڭౝは教஼でガイダンスを行う。
ਸ਼ڮౝからは、実験の前に、目的、୸成目ఏ、ਉ理、実験方法を書いた前レポートを઀出して実験にಏि。
実験の৏、使用機ஓ、実験੥ટ、અ௄、課題の回௦、૞અધ൴を୯加した本レポートを઀出する。

注意点

実験ৃਚは「ものづくり実ಆ஼」および「電子ૢ用実験஼」である。
ઃの実験態度をஹる؟実験にిしたസಎ。実験஼内はଅ足డర、ධ୫੟なन不必要な੟の੅੢రૃ、௚ఝ電ਵరૃ、எ
語రૃ。
ઃの੟を੅૞する؟実験ঀート、ൿ੶用఻、ڰڶਖ਼のレポート用౛・グラフ用౛、定ૠ、電ཬ、঍チキス、はさみ、の
り、ঽ૔定ૠಉ。
実験ঀートはルー६リーフではなくለじたঀートを使い、実験テーঐ、঩時、ુ৊実験঻、使用機ஓ、೾定条件、ॹー
タಉすसてを੶入する。
ガイダンスで説明する「実験実ಆのুਬき」にజって実験をຄ行し、レポートを作成する。
前レポートと本レポートの઀出期଒をడஹする。ৢڭでも౞઀出のレポートがあれय、௬点はڬگ点以ৣとなる。

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৏期

3rdQ

1ౝ ガイダンス、実験の実施方法৸ಹの説明、૚実験の説
明

2ౝ ઐ૴ブリッ४によるインピーダンスの೾定 ຅ಿ、ঽഞインダクタンス、ಯ電容୤を೾定できる。
3ౝ ઐ૴電ಓのణ஄௴೾と位相の೾定 オシロスコープで、ઐ૴のణ஄と位相を೾定できる。
4ౝ ಯ電容୤に関する実験 ਴行਴ഝコンॹン१のಯ電容୤を೾定できる。
5ౝ 基本的な૛理回ଡ଼に関する実験 ।ート回ଡ଼を組み合ॎせて૛理回ଡ଼を作成できる。
6ౝ ステッピングঔータに関する実験 プログラムによりステッピングঔータを਑౪できる。

7ౝ 高຅ಿの೾定 ベークライト、ガラスಉのബ໿౫料の຅ಿ૨を೾定で
きる。

8ౝ ଩຅ಿの೾定 ྗ、ள、॔ルミಉの଑電౫料の຅ಿ૨を೾定できる。

4tKQ

9ౝ トラン४スタによる઄加算回ଡ଼のଲ作実ಆكڭق トラン४スタとダイオーॻによる઄加算回ଡ଼をଲ作で
きる。

10ౝ トラン४スタによる઄加算回ଡ଼のଲ作実ಆكڮق ৊上
11ౝ トラン४スタによる઄加算回ଡ଼のଲ作実ಆكگق ৊上
12ౝ トラン४スタによる઄加算回ଡ଼のଲ作実ಆكڰق ৊上
13ౝ レポート作成঩
14ౝ レポート作成঩
15ౝ レポート作成঩
16ౝ レポート作成঩

௬価割合
レポート 合計

総合௬価割合 100 0 100
基ຊ的能力 50 0 50
௧門的能力 50 0 50
分野横断的能力 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 現৻঺ভ$
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0055 ఐ目区分 一ಹ / 必ఊ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電ਞ電子工学ఐ 対象学年 3
開設期 前期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ ِ高ಉ学校 ৗ現৻঺ভّ๦ব書੹
担当教員 ৵દ ෥೗
目的・ง୸目ఏ
現৻঺ভをଡ成するさまकまな਑度を理解し、さまकまな情報から、よりਦ౅できる情報を取ຽ৭උできる力をുう。また、ૼ୒঻というଳ点
から現৻঺ভをኇइ、્にૼ୒঻に要டされる຃理的問題षのిજな取り組み方がਖ਼別できるよう、ૼ୒঻຃理の入門レベルのੴ௙のಆ੭も目
੐す。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安(ર) ఏ準的なง୸レベルの目安(ଐ) ౞ง୸レベルの目安(不૭)

௬価ඨ目1 ૼ୒঻の঺ভ的使୵について説明
できる ૼ୒঻の঺ভ的使୵をੳ௙できる ૼ୒঻の঺ভ的使୵をੳ௙できな

い

௬価ඨ目2 ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
て説明できる

ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
てੳ௙できる

ૼ୒がもたらす利இと௤૩につい
てੳ௙できない

௬価ඨ目3 ೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義を説明できる

೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義を理解できる

೦法や法の૽割、਴ಉやਥ利の意
義をੳ௙できない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 1(2) 準学૒課ங 1(3)
教育方法ಉ
໪要 ૼ୒঻຃理の౾問題を理解すること、そして঺ভがनのようなものであるसきかについての多஘なઅइを理解すること

を目੐す。
౸業の進め方と౸業内
容・方法 ൥義஄式で行うが、౸業内でঽらの意見を書く作業が൐回必ङ用意される。

注意点 ౸業内での作業をઌ໐に行い、問題の理解に౑めること。
౸業計画

ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ オリग़ンテーシঙン・঺ভとは୦か ౸業の方ଉ・目的および、঺ভとは୦かといった問題
を理解する

2ౝ ૼ୒঻຃理ڭ ଲୗ੟ிભಉを୻に、ૼ୒঻の঺ভ的ிભ、プロフख़
ッシঙॼルとしてのあり方を理解する

3ౝ ૼ୒঻຃理ڮ
ੴ的ଃਓਥとして、෩作ਥ、実用ৗ案ਥ、意ွਥ、ૹ
ఏਥなनの౾ਥ利についての基本的なੴ௙をಆ੭する
。

4ౝ ૼ୒঻຃理گ ੴ的ଃਓਥとして、્ಅਥと不正଼ଥଆૃ法に関する
基本的なੴ௙をಆ੭する。

5ౝ ૼ୒঻຃理ڰ ਷ྀ୰を中ੱとして、ਁ૩対策や୭୆৳৸の問題につ
いて基本的なੴ௙をಆ੭する。

6ౝ ૼ୒঻຃理ڱ ੅ਢ૭能ਙとは୦かについて基本的なੴ௙をಆ੭する
。

7ౝ ૼ୒঻຃理ڲ ਁ૩ୟ出、および౮ધ৲理解の੎要ਙに関する基本的
なઅइ方を身につける。

8ౝ ૼ୒঻຃理ڳ ૼ୒୎ૡ、内৖ઔ発に関する基本的なઅइ方を身につ
ける。

2ndQ

9ౝ ૼ୒঻຃理8 設計をৢじて、多஘৲する঺ভに対するૼ୒঻の取り
組ि௅િとは୦かをઅइる。

10ౝ ૼ୒঻຃理9 ଻人情報、情報セキュリティに関する基本的なੴ௙を
ಆ੭する。

11ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋇ 近৻য়೦਌義、বড়਌ਥ、法の੍配についての基本的
なੴ௙をಆ੭する。

12ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋈ ঩本ব೦法の਑定、ਕপਉ理、そして೦法੝正のুਢ
きについての基本的なੴ௙をಆ੭する。

13ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋉ ਴ಉと୷別の問題について基本的なੴ௙をಆ੭する。
14ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋊ ಖઋ的ঽ૓に関する基本的なੴ௙をಆ੭する。

15ౝ ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋋ 身৬的ঽ૓、েோਥ、ਁુのૣකという໪୛について
の基本的なੴ௙をಆ੭する。

16ౝ
௬価割合

レポート 発表 相൩௬価 態度 ポートフォリオ その౎ 合計
総合௬価割合 100 0 0 0 0 0 100
基ຊ的能力 100 0 0 0 0 0 100
௧門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 計算機౰ಆ
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0025 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 ౸業 ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子਑౪工学ఐ 対象学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2

教ఐ書/教౫ 情報リテラシー教ఐ書 W,ndoZs 10 / 2IIice 2019 対ૢග (൰野ધ಻૰ఊ，オーム঺) ؙ情報セキュリティ人౫育成হ
業により開発された教౫をଓஃ教౫として使用する。

担当教員 ૕ઠ 義人�Ⴛ੩ ഺ人
目的・ง୸目ఏ
現৻঺ভを੍इる電子計算機システムについて，౰ಆをৢして基本的なੴ௙と利用法を身に付ける؝
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

௬価ඨ目ڭ コンピュータリテラシ
情報セキュリティやオフィスソフ
トについて発ன的な内容を説明で
きる؝

情報セキュリティやオフィスソフ
トについて基ຊ的な内容を説明で
きる؝

情報セキュリティやオフィスソフ
トについて説明できない؝

௬価ඨ目ڮ 報ઔ書作成とプレゼン
テーシঙン

オフィスソフトを஍ટ的に用いて
，ిજな報ઔ書やプレゼンテーシ
ঙンを作成できる؝

オフィスソフトを用いて，報ઔ書
やプレゼンテーシঙンを作成でき
る؝

オフィスソフトを用いた報ઔ書や
プレゼンテーシঙンの作成ができ
ない؝

௬価ඨ目گ タッチタイピング タッチタイピングにより高சなキ
ー঎ーॻ入力ができる؝

タッチタイピングによりిજなキ
ー঎ーॻ入力ができる؝

タッチタイピングによるキー঎ー
ॻ入力ができない؝

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 3(1) 準学૒課ங 3(3) 準学૒課ங 4(2)
教育方法ಉ
໪要 本౸業では౰ಆ஄式でધ書作成・表計算・プレゼンテーシঙンのためのオフィスソフトक़ख़॔の使用法とタッチタイピ

ングを৬੭する؝ಡせて情報の表現法や情報セキュリティの基ຊੴ௙について学व؝
౸業の進め方と౸業内
容・方法

౰ಆ஄式で౸業を実施する؝౸業前઄で内容を説明し，৏઄で૚ঽで課題に取り組ि؝また，૚ঽでテーঐを定めてス
ライॻシঙーを作成し，౎学েのスライॻシঙーをၡ༮して意見をઐఌする機ভを設ける؝

注意点 ॹィ४タルॹータは容ಔに༄৲૮くള୼することができるが，౎঻のੴ的൉ୗ੟のള୼੟をঽ身のੴ的൉ୗ੟とするこ
とはಅされない؝このような情報ঔラルも身に付けてඟしい؝

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス ౸業৸৬の໪要をཔ඼し，঩本語によるメールの作成
とଛਦができる؝

2ౝ 情報セキュリティ 情報セキュリティの基本的হඨについて説明できる؝

3ౝ オフィスソフトの活用(1) オフィスソフトの໪要とタッチタインピングについて
説明できる؝

4ౝ 情報の表現法 計算機内৖での情報の表現法について説明できる؝
5ౝ オフィスソフトの活用(2) 0icrosoIt Word を用いてල౐なધ書を作成できる؝
6ౝ オフィスソフトの活用(3) 0icrosoIt ([celを用いてල౐な表計算をຄ行できる؝
7ౝ オフィスソフトの活用(4) 0icrosoIt ([celを用いてල౐なグラフを作成できる؝

8ౝ レポート作成 オフィスソフトをૢ用して，ଖइられた実験੥ટをᑯ
めた報ઔ書を作成できる؝

2ndQ

9ౝ スライॻシঙー作成(1) ঽ身でテーঐを定めてスライॻシঙーを作成開઩でき
る؝

10ౝ スライॻシঙー作成(2) ঽ身で定めたテーঐのスライॻシঙーをಲਢして作成
できる؝

11ౝ スライॻシঙー作成(3) ঽ身で定めたテーঐのスライॻシঙーを作成౥വでき
る؝

12ౝ プレゼンテーシঙン実施(1) ౎学েのプレゼンテーシঙンを20件ங度ၡ༮し，শਚ
や੝ଐ点を੐తできる؝

13ౝ プレゼンテーシঙン実施(2) ౎学েのプレゼンテーシঙンを20件ங度ၡ༮し，শਚ
や੝ଐ点を੐తできる؝

14ౝ プレゼンテーシঙンऴりかइり ౎学েからのコメントを౷まइて，ঽ身のプレゼンテ
ーシঙンの੝ଐ点をਫ਼ୈできる؝

15ౝ タッチタイプ試験 1分間で90ધஊ以上のタッチタイピングができる؝
16ౝ

௬価割合
課題 発表 実ૼ 合計

総合௬価割合 40 20 40 100
基ຊ的能力 10 5 20 35
௧門的能力 25 5 20 50
分野横断的能力 5 10 0 15

⋋

⋌
⋇

⋉

⋈

⋊

⋍

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示

kaeriyama
ハイライト表示



木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 実験実ಆ⋜
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0039 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 1
開設学ఐ 電子਑౪工学ఐ 対象学年 2
開設期 ৏期 ౝ時間数 2
教ఐ書/教౫ 電子਑౪工実験੐଑書
担当教員 ൔ৛ ࿣ต�೎ ౺�௳੪ ఢ作
目的・ง୸目ఏ
。安৸のために意௕された੐଑にజって行৿することができるٸ
。੐଑にజってಎ઼を正しい方法でඞうことができるٸ
。正しいレポートの書き方を理解してレポートを౥成させることができるٸ
。いくつかの実験の内容について౎の౸業ఐ目との関৴を見いだすことができるٸ
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

安৸に೏意する能力
安৸のために意௕された੐଑にజ
って行৿し、੝ఒに౑めることが
できる。

安৸のために意௕された੐଑にజ
って行৿することができる。

安৸のために意௕された੐଑にజ
って行৿することができない。

機ஓ・೾定ஓ・工఻をඞう基ຊ能
力

ಎ઼の正しいඞい方を、௻௵にも
正しく஫इることができる。

੐଑にజってಎ઼を正しい方法で
ඞうことができる。

੐଑にజってಎ઼を正しい方法で
ඞうことができない。

レポートق報ઔ書كを用いたコミ
ュॽॣーシঙン能力

レポートのഭ঻قਸ਼3঻كを意௙し
て、正しく分かりやすいレポート
の作成に਱けて੝ఒすることがで
きる。

正しいレポートの書き方を理解し
てレポートを作成できる。

正しいレポートの書き方を理解し
てレポートを作成できない。

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 2(3) 準学૒課ங 3(1) 準学૒課ங 4(2)
教育方法ಉ
໪要 電ਞ回ଡ଼の基ຊ実験、ダイオーॻとトラン४スタ、૛理回ଡ଼の設計とଲ作、パソコンを用いた਑౪、電჌ਞ学の基ຊ実

験なनの実験を行い、レポートق報ઔ書كの作成についてもより౷み੢॒でธಫする。

౸業の進め方と౸業内
容・方法

൐回౮なる5ྉに分かれ5つの実験テーঐを2ౝごとに౹इて৸て実施する。実験を安৸に行うことができないৃ合や機ஓ
を正しくඞうことができないৃ合には、実験を中断する・行ॎないৃ合がある。5つの実験テーঐそれझれを実施し、レ
ポートを઀出すること。レポートが઀出されない実験が一つでもあったৃ合には、本ఐ目の౐位は不૭となる。৏期に
ついては、౾೒の能力਱上を目的として、レポートの๣చがなされるため、੐తহඨを前਱きにኇइてఊ正しગ઀出す
ること。

注意点

(1) ୰ਞその౎のやिを੭ない理૓によってಳఆするطしたৃ合やレポートを出せないৃ合には、ْசやかに担当教員に
ணし出るٓこと。実験を౥വせङに報ઔ書を઀出することはੳめられない。
(2) 実験実ಆの੠には、ْऴさॎしいസಎと態度でಏみ、実験੐଑書・ൿ੶用఻なन必要なものを必ङ੅૞するٓこと。
これをဆ൓するৃ合には、安৸上の理૓なनから実ಆを中断する・行ॎない。
(3) ْレポートの઀出期଒はడஹٓすること。ഁめજりをஹることができないと、実঺ভでਦ౅を੭てেきていくことが
できない。
(4) このऺか、૚担当教員は౾೒の安৸や਱上をઅइて੐଑に当たるため、ْそれझれのテーঐの੐଑の内容にజって学
ఊするٓこと。

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৏期 3rdQ

1ౝ
「ガイダンス」
実験とレポートの注意ٳ
レポート作成のスॣ४ュールٳ
なछ実験をするのかٳ

それझれの実験において、実ಆ中のତ理ତቕや྽௾ٸ
なन、安৸を೐੅するための行৿を行うことができる
。
それझれの実験において、೾定ஓを௤なॎないようٸ
に೏意して取り組िことができる。
それझれの実験において、数学・੟理・௧門ఐ目なٸ
न౎のఐ目との関৴を意௙してઅइることができる。
レポقコミュॽॣーシঙンু஺の一つである報ઔ書ٸ
ートكの書き方を学び、実ᄷと多くの失૷をৢして਱
上させる意ઓがある。

2ౝ

実験テーঐ1「電ਞ回ଡ଼の基ຊ実験」
電ಓ計と電૴計ٳ
౺電ಓٳ
຅ಿகの೾定ٳ
࿺電౱の્ਙ೾定ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
電ಓ計・電૴計を正しい方法で使用でき、電ਞ回ଡ଼ٸ
の基本定理に基づいて回ଡ଼の৿作を説明することがで
きる。

3ౝ

実験テーঐ1「電ਞ回ଡ଼の基ຊ実験」
の定理ك౺ಉ価電ق੎बの理、テブॼンٳ
຅ಿகの೾定ٳ
࿺電౱の્ਙ೾定ٳ
ك੎बの理の確ੳق電ಓの೾定ٳ
كテブॼンの定理の確ੳقಉ価回ଡ଼の௓定ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
電ಓ計・電૴計を正しい方法で使用でき、電ਞ回ଡ଼ٸ
の基本定理に基づいて回ଡ଼の৿作を説明することがで
きる。

4ౝ

「レポートの書き方」
なछレポートを書くのかٳ
౎人のધฆ・௕を൯用してはならないٳ
目的、基ຊੴ௙、実験方法、実قレポートの書き方ٳ
験੥ટ、અ௄、課題、૞અધ൴ك
表と௕の੶ൗ方法ٳ
અ௄のコॶٳ

レポقコミュॽॣーシঙンু஺の一つである報ઔ書ٸ
ートكの書き方を学び、実ᄷと多くの失૷をৢして਱
上させる意ઓがある。

5ౝ
実験テーঐ2「ダイオーॻとトラン४スタ」
ダイオーॻ、トラン४スタ、発୾ダイオーॻ、フォٳ
ト・トラン४スタ
ダイオーॻのତ૴作用の೾定ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
ダイオーॻとトラン४スタ、஧ਗ଍/('、フォトトٸ
ラン४スタの৿作を೾定し、ঽ分なりにઅइることが
できる。

6ౝ
実験テーঐ2「ダイオーॻとトラン४スタ」
オシロスコープによるణ஄の೾定法と੶ஈ法ٳ
フォトトラン४スタのૢ௦્ਙٳ
フォトトラン४スタの੐਱ਙ೾定ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
ダイオーॻとトラン४スタ、஧ਗ଍/('、フォトトٸ
ラン४スタの৿作を೾定することができ、ঽ分なりに
અइることができる。
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7ౝ
実験テーঐ3「૛理回ଡ଼の設計とଲ作」
ढ़क़ンタとフリップ・フロップ、ग़ンコーダとॹコٳ
ーダ、B&'、16進数
16進数॔ップढ़क़ンタの設計・ଲ作と৿作確ੳٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
なनの電子৖ષを正しく取りඞうことができ、ढ़&,ٸ
क़ンタやॹコーダを設計・ଲ作できる。

8ౝ 報ઔ書作成 ૚テーঐごとの学ಆ内容をஷり返り、正しい書式にٸ
ปうようにレポートを作成しఊ正することができる。

4tKQ

9ౝ
実験テーঐ3「૛理回ଡ଼の設計とଲ作」
10進ॹコーダの設計・ଲ作と৿作確ص'&2অットBٳ
ੳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
なनの電子৖ષを正しく取りඞうことができ、ढ़&,ٸ
क़ンタやॹコーダを設計・ଲ作できる。

10ౝ

実験テーঐ4「パソコンを用いた਑౪」
パソコンを用いた਑౪、インタフख़ース、パラレルٳ
ポートのถ಍、2進数と16進数、コンパイラ
パラレルポートの出力電ಓ೾定ٳ
ソフトक़ख़॔による/('の点ྩと଎ྩٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
言語を用いたプログラミングでパラレルポートを&ٸ
਑౪して回ଡ଼を৿作させるல組みを説明することがで
きる。

11ౝ
実験テーঐ4「パソコンを用いた਑౪」
点ຑプログラムの作成')/ٳ
ದઃ点ྩプログラムの作成')/ٳ
スイッチ入力で৿作が૗ॎるプログラムの作成ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
言語を用いたプログラミングでパラレルポートを&ٸ
਑౪して回ଡ଼を৿作させるல組みを説明することがで
きる。

12ౝ

実験テーঐ5「電჌ਞ学の基ຊ実験」
コンॹン१のಯ電容୤、5&ઉഔ回ଡ଼と時定数、コイٳ
ル間の電჌ා଑作用、૗ಓஓ
਴行਴ഝコンॹン१の電ா間෱௞્ਙٳ
਴行਴ഝコンॹン१の電ாએ஋્ਙٳ
コンॹン१�຅ಿઉഔ回ଡ଼の時定数೾定ٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
電჌ਞ学で学ಆしたੴ௙を現実のコイル・コンॹンٸ
१にසらしながら実験を行い੥ટをઅ௄するとともに
説明することができる。

13ౝ
実験テーঐ5「電჌ਞ学の基ຊ実験」
૗ಓஓの૗ಓ્ਙٳ
صコイル間෱௞્ਙص空ੱコイルの電჌ා଑્ਙٳ
ص位઼ङれ્ਙص空ੱコイルの電჌ා଑્ਙٳ

。安৸に作業し、ಎ઼を正しくඞうことができるٸ
電჌ਞ学で学ಆしたੴ௙を現実のコイル・コンॹンٸ
१にසらしながら実験を行い੥ટをઅ௄するとともに
説明することができる。

14ౝ 報ઔ書ఊ正 ૚テーঐごとの学ಆ内容をஷり返り、正しい書式にٸ
ปうようにレポートを作成しఊ正することができる。

15ౝ 報ઔ書ఊ正 ૚テーঐごとの学ಆ内容をஷり返り、正しい書式にٸ
ปうようにレポートを作成しఊ正することができる。

16ౝ
௬価割合

報ઔ書・態度 合計
総合௬価割合 100 100
基ຊ的能力 0 0
௧門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0

⋍

kaeriyama
ハイライト表示



木ಌஸ工業高ಉ௧門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 実験実ಆ⋝
ఐ目基ຊ情報
ఐ目番ಀ 0082 ఐ目区分 ௧門 / 必ఊ
౸業஄態 実験・実ಆ ౐位のர別と౐位数 ၎ఊ౐位: 2
開設学ఐ 電子਑౪工学ఐ 対象学年 3
開設期 前期 ౝ時間数 4
教ఐ書/教౫ 実験実ಆ,,,੐଑書
担当教員 関ઠ 明ে�൝木 ც�Ⴛ੩ ഺ人�ળ本 ໕基�૕ઠ 義人�ൔ৛ ࿣ต
目的・ง୸目ఏ
レポート作成を中ੱとして௧門ੴ௙に関する理解を஥め、これらをૢ用した計೾・਑౪ૼ୒を学व。また、ঐイコンを用いた਑౪を行うことが
できるように૚ঽ取り組ि。ૼ୒を身につける。
ルーブリック

理୳的なง୸レベルの目安 ఏ準的なง୸レベルの目安 ౞ง୸レベルの目安

レポート作成
হ前に内容をે分に理解しテレポ
ートを作成し、౟ඥを੅ってレポ
ートഁજ前にਭ理されることがで
きる

内容をે分に理解し、レポートഁ
જまでにਭ理されることができる

内容をે分に理解できङ、レポー
トഁજまでにਭ理されない

௧門分野षの理解
必要な௧門ੴ௙をহ前に学ಆし、
૨੔して実験に用いることができ
る

必要な௧門ੴ௙について੐଑書を
ഭみ学ಆし、実験に用いることが
できる

必要な௧門ੴ௙を学ಆせङ、実験
に用いることができない

実験षの対ૢ ੴ௙やૼ୒をেかし、ঽら૨੔し
て実験実ಆを行うことができる

ੴ௙やૼ୒をেかし、実験実ಆを
行うことができる

ੴ௙やૼ୒を実験実ಆに用いるこ
とができない

学ఐのง୸目ఏඨ目との関係
準学૒課ங 2(2) 準学૒課ங 2(3) 準学૒課ங 3(1) 準学૒課ங 4(2)
教育方法ಉ
໪要 ௧門分野を理解する上で必要なੴ௙をౠ学だけではなく実験をৢじて学व。また、理解度をཔ඼するためにレポート作

成を行い、௬価を行う。
౸業の進め方と౸業内
容・方法 実験を行い、૚実験ごとにレポート作成を行い、期঩内にਭ理されるまで૚担当教員にレポートをఊ正し、઀出する。

注意点
হ前に੐଑書に目をৢし、ঀート・グラフ用౛・レポート用౛・ൿ੶用఻・定ૠ・電ཬ・੐଑書を用意し、হ前に੐଑
書に目をৢしておくこと。ಎ઼の取りඞい方法ಉは౎の౸業とは౮なりহ৏に復ಆしにくいので、使用した電子৖ષや
計೾機ஓの੡前および取りඞい方法は実験中にౄ分理解しておくこと。なお、すसての実験テーঐを実施し、すसての
レポートが઀出されないと௬価されないので注意すること。

౸業計画
ౝ ౸業内容・方法 ౝごとのง୸目ఏ

前期

1stQ

1ౝ ガイダンス 実験の進め方なनについて理解する
2ౝ ઐ૴回ଡ଼の基ຊ実験ك1ق ઐ૴回ଡ଼の基本的現象を実験する
3ౝ ઐ૴回ଡ଼の基ຊ実験ك2ق ઐ૴回ଡ଼の発ன的現象を実験する
4ౝ 電ਞ回ଡ଼のૢ用ك1ق 電ਞ回ଡ଼で学॒だ解法について実੠に実験する
5ౝ 電ਞ回ଡ଼のૢ用ك2ق 電ਞ回ଡ଼で学॒だ解法について実੠に実験する
6ౝ ஷ৿の実験ك1ق ஷ৿の基本的現象を実験する
7ౝ ஷ৿の実験ك2ق ஷ৿の੖ဃなनについて実験する
8ౝ まとめ これまでの内容についてঽ分なりにまとめる

2ndQ

9ౝ シーॣンス਑౪ك1ق シーॣンス਑౪の基本的な使用法を実験する
10ౝ シーॣンス਑౪ك2ق シーॣンス਑౪の発ன的な使用法を実験する

11ౝ ૚ரセン१の取りඞいك1ق ૚ரセン१の取りඞいについて実験するق೸電対・१
ーミスタك

12ౝ ૚ரセン१の取りඞいك2ق ૚ரセン१の取りඞいについて実験するقऱङみ।ー
४ك

13ౝ トラン४スタの્ਙ೾定ك1ق トラン४スタのಯ્ਙ೾定について実験する
14ౝ トラン४スタの્ਙ೾定ك2ق トラン४スタの৿્ਙ೾定について実験する
15ౝ まとめ これまでの内容についてঽ分なりにまとめる
16ౝ まとめ これまでの内容についてঽ分なりにまとめる

௬価割合
レポート 課題 合計

総合௬価割合 100 0 100
基ຊ的能力 25 0 25
௧門的能力 75 0 75
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木更津工業高等専門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) 授業科目 現৻঺ভA
科目基ຊ情報
科目番号 0056 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 ၎修単位: 1
開設学科 ਗ਼৕਑౪工学科 対象学年 3
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 ِ高等学校 ৗ現৻঺ভّ๦ব書੹
担当教員 ৵દ ෥೗
目的・ง達目標
現৻঺ভをଡ成するऔऽकऽな਑度を理解し、औऽकऽな情報ऊら、よりਦ౅できる情報を取ຽ選උできるৡをുう。ऽた、技術者というଳ点
ऊら現৻঺ভをኇえ、્に技術者に要டऔोる຃理的問題へのి切な取り組み方がਖ਼別できるよう、技術者຃理の入門レベルのੴ௙の習得も目
੐す。
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安(ર) 標準的なง達レベルの目安(ଐ) 未ง達レベルの目安(ਂ૭)

評価ඨ目1 技術者の঺ভ的使୵にणいてହ৥
できる 技術者の঺ভ的使୵を認௙できる 技術者の঺ভ的使୵を認௙できな

い

評価ඨ目2 技術がもたらすਹஇと௤૩にणい
てହ৥できる

技術がもたらすਹஇと௤૩にणい
て認௙できる

技術がもたらすਹஇと௤૩にणい
て認௙できない

評価ඨ目3 ೦法や法の૽割、平等やਥਹの意
義をହ৥できる

೦法や法の૽割、平等やਥਹの意
義を理解できる

೦法や法の૽割、平等やਥਹの意
義を認௙できない

学科のง達目標ඨ目との関係
準学૒ୖ程 1(2) 準学૒ୖ程 1(3)
教育方法等
໪要 技術者຃理の౾問題を理解すること、そして঺ভがनのようなものであるसきऊにणいての多஘な考えを理解すること

を目੐す。
授業の進め方と授業内
容・方法 ൥義形ૄで行うが、授業内でঽらの意ৄを書く作業が൐৚必ず用意औोる。

注意点 授業内での作業を真໐に行い、問題の理解に౑めること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとのง達目標

前期

1stQ

1週 ड़リग़ンॸー३ঙン・঺ভとは୦ऊ 授業の方ଉ・目的およल、঺ভとは୦ऊといった問題
を理解する

2週 技術者຃理ڭ ଲୗ੟ிભ等を୻に、技術者の঺ভ的ிભ、プロフख़
ッ३ঙॼルとしてのあり方を理解する

3週 技術者຃理ڮ
ੴ的ଃਓਥとして、෩作ਥ、実用ৗ੧ਥ、意ွਥ、ૹ
標ਥなनの౾ਥਹにणいての基本的なੴ௙を習得する
。

4週 技術者຃理گ ੴ的ଃਓਥとして、્ಅਥとਂ正଼ଥଆૃ法に関する
基本的なੴ௙を習得する。

5週 技術者຃理ڰ ਷ྀ୰をরੱとして、ਁ૩対ੁや環境৳৸の問題にण
いて基本的なੴ௙を習得する。

6週 技術者຃理ڱ ੅続૭能ਙとは୦ऊにणいて基本的なੴ௙を習得する
。

7週 技術者຃理ڲ ਁ૩ୟ出、およल౮文৲理解の重要ਙに関する基本的
な考え方をମにणける。

8週 技術者຃理ڳ 技術୎ૡ、内৖告৅に関する基本的な考え方をମにण
ける。

2ndQ

9週 技術者຃理8 設計をৢगて、多஘৲する঺ভに対する技術者の取り
組ि௅િとは୦ऊを考える。

10週 技術者຃理9 ଻য情報、情報७य़ュリॸॕに関する基本的なੴ௙を
習得する。

11週 ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋇ ੺৻য়೦਌義、বড়਌ਥ、法の੍配にणいての基本的
なੴ௙を習得する。

12週 ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋈ ঩本ব೦法の਑৒、ਕ大ਉ理、そして೦法੝正の手続
きにणいての基本的なੴ௙を習得する。

13週 ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋉ 平等と୷別の問題にणいて基本的なੴ௙を習得する。
14週 ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋊ ಖઋ的ঽ૓に関する基本的なੴ௙を習得する。

15週 ড়਌঺ভのਉ理と঩本ব೦法⋋ ମ৬的ঽ૓、েோਥ、ਁુのૣකという໪୛にणいて
の基本的なੴ௙を習得する。

16週
評価割合

レএート ৅表 ৼ൩評価 態度 এートフज़リड़ その౎ 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基ຊ的能ৡ 100 0 0 0 0 0 100
専門的能ৡ 0 0 0 0 0 0 0
分৙૯૵的能ৡ 0 0 0 0 0 0 0
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木更津工業高等専門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) 授業科目 コンピュータ演習I
科目基ຊ情報
科目番号 0015 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 ၎修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 ৗ・৥解&੉ୁؙ入門ౣ（ແ田஦ஞ6؟% &reDtiYe）
担当教員 ୺᫖ ഻ஂ,和田 州平
目的・ง達目標
プログラムの基本形が理解できる
選උ・反復のアルゴリズムを理解でき、書くことができる
選උ・反復のプログラムを理解でき、書くことができる
手続きを用いたアルゴリズム・プログラムを理解でき、書くことができる
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 未ง達レベルの目安

プログラムの基本形 プログラムの基本形を深く理解し
ている

プログラムの基本形を理解してい
る

プログラムの基本形を理解してい
ない

選උ 選උを深く理解し、プログラムが
書ける

選උを理解し、プログラムが書け
る

選උを理解しておらず、プログラ
ムを書くのが൑難である

反復 反復を深く理解し、プログラムが
書ける

反復を理解し、プログラムが書け
る

反復を理解しておらず、プログラ
ムを書くのが൑難である

手続き 手続きを深く理解し、プログラム
が書ける

手続きを理解し、プログラムが書
ける

手続きを理解しておらず、プログ
ラムを書くのが൑難である

学科のง達目標ඨ目との関係
教育方法等
໪要 プログラミングの基ຊの習得を目的とした座学・演習を行う

授業の進め方と授業内
容・方法

情報工学科において重要な基ຊとなる、プログラミングの基ຊを習得する
考えることも重要であるため、プログラムの設計図であるアルゴリズムの考え方への理解を深める座学演習も行う
技術者入門I、実験実習IAと連携して進めていく

注意点 理想的な形のプログラムを書くことは重要であるが、一般的な、いわゆる正解を導き出すことよりも大切なことは、そ
の過程で考えること・考えたことである。൥義スタッフやクラスメートとの議論も大切な時間となる

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとのง達目標

前期

1stQ

1週 プログラムの基ຊ �変数を理解する
printf()を理解する�

2週 数理パズル プログラミングの助けになる論理的思考をുう
3週 数理パズル プログラミングの助けになる論理的思考をുう
4週 アルゴリズム作成実習（確認問題） アルゴリズム作成実習の内容の習得度を確認する

5週 続・アルゴリズム作成実習 0と1をඞう器༊をイメージし理解する
真理値表の考え方を理解する

6週 続・アルゴリズム作成実習 2進数の和を計算するアルゴリズムを理解する
7週 続・アルゴリズム作成実習 真理値表の実現方法を理解する
8週 続・アルゴリズム作成実習（問題集） ループ・多重ループを理解する

2ndQ

9週 プログラミング実習
演習環境の使い方を理解する
Linuxの基本コマンドを理解する
プログラムの実行方法を理解する

10週 アルゴリズム・プログラム作成実習 数理パズル要素のあるアルゴリズム・プログラムを理
解する

11週 プログラミング実習 while文のプログラムを理解する
12週 アルゴリズム・プログラム作成実習 while文のプログラムを理解する

13週 アルゴリズム・プログラム作成実習 配ഔを使ったプログラムを理解する
for文のプログラムを理解する

14週 プログラミング実習 手続きを使ったプログラムを理解する
15週 プログラミング実習 手続きを使ったプログラムを理解する
16週 総合的なプログラミング 総合的なプログラミングに取り組み報告書を作成する

評価割合
前期期末報告書 合計

総合評価割合 100 100
プログラムの基本形 25 25
選උ 25 25
反復 25 25
手続き 25 25
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木更津工業高等専門学校 開൥年度 ഥ和02年度 (2020年度) 授業科目 実験実習IA
科目基ຊ情報
科目番号 0019 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 ၎修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 担当者より配ഘする
担当教員 米村 恵一,和田 州平,能城  ࿓織
目的・ง達目標
プログラムの基本形が理解できる
選උ・反復のアルゴリズムを理解でき、書くことができる
選උ・反復のプログラムを理解でき、書くことができる
手続きを用いたアルゴリズム・プログラムを理解でき、書くことができる
ルーブリック

理想的なง達レベルの目安 標準的なง達レベルの目安 未ง達レベルの目安

プログラムの基本形 プログラムの基本形を深く理解し
ている

プログラムの基本形を理解してい
る

プログラムの基本形を理解してい
ない

選උ 選උを深く理解し、プログラムが
書ける

選උを理解し、プログラムが書け
る

選උを理解しておらず、プログラ
ムを書くのが൑難である

反復 反復を深く理解し、プログラムが
書ける

反復を理解し、プログラムが書け
る

反復を理解しておらず、プログラ
ムを書くのが൑難である

手続き 手続きを深く理解し、プログラム
が書ける

手続きを理解し、プログラムが書
ける

手続きを理解しておらず、プログ
ラムを書くのが൑難である

学科のง達目標ඨ目との関係
教育方法等
໪要 プログラミングの基ຊの習得を目的とした座学・演習を行う

授業の進め方と授業内
容・方法

情報工学科において重要な基ຊとなる、プログラミングの基ຊを習得する
考えることも重要であるため、プログラムの設計図であるアルゴリズムの考え方への理解を深める座学演習も行う
技術者入門I、コンピュータ演習I、と連携して進めていく

注意点 理想的な形のプログラムを書くことは重要であるが、一般的な、いわゆる正解を導き出すことよりも大切なことは、そ
の過程で考えること・考えたことである。൥義スタッフやクラスメートとの議論も大切な時間となる

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとのง達目標

前期

1stQ

1週 プログラムの基ຊ 変数を理解する
printf()を理解する

2週 数理パズル プログラミングの助けになる論理的思考をുう
3週 数理パズル プログラミングの助けになる論理的思考をുう
4週 アルゴリズム作成実習（確認問題） アルゴリズム作成実習の内容の習得度を確認する

5週 続・アルゴリズム作成実習 0と1をඞう器༊をイメージし理解する
真理値表の考え方を理解する

6週 続・アルゴリズム作成実習 2進数の和を計算するアルゴリズムを理解する
7週 続・アルゴリズム作成実習 真理値表の実現方法を理解する
8週 続・アルゴリズム作成実習（問題集） ループ・多重ループを理解する

2ndQ

9週 プログラミング実習
演習環境の使い方を理解する
Linuxの基本コマンドを理解する
プログラムの実行方法を理解する

10週 アルゴリズム・プログラム作成実習 数理パズル要素のあるアルゴリズム・プログラムを理
解する

11週 プログラミング実習 while文のプログラムを理解する
12週 アルゴリズム・プログラム作成実習 while文のプログラムを理解する

13週 アルゴリズム・プログラム作成実習 配ഔを使ったプログラムを理解する
for文のプログラムを理解する

14週 プログラミング実習 手続きを使ったプログラムを理解する
15週 プログラミング実習 手続きを使ったプログラムを理解する
16週 総合的なプログラミング 総合的なプログラミングに取り組み報告書を作成する

評価割合
前期末報告書 合計

総合評価割合 100 100
プログラムの基本形 25 25
選උ 25 25
反復 25 25
手続き 25 25
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ৰୡৰಆIB
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0020 ఐ目ય分 ௧୅ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ৰୡ・ৰಆ ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ੲਾੵ৾ఐ 対଴৾年 1
開ਝ਋ 後਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ員 米੨ ౩一,ਮ田 ପ਴,ચଗ  ࿓௶
目的・ง୸目ఏ
関ਯを৶ੰし，ଖえられた手ದのもとでઞいこなせる。
૛৶回ଡ଼の੦ຊを৶ੰし、৸ਸ઴ஓを੿ਛすることができる。
૛৶回ଡ଼をプログラムで੿ਛすることを৶ੰし、プログラムで੿ਛすることができる。
テキスト૪৶を৶ੰし、プログラムを੿ਛすることができる。
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍ ఏ૆的なง୸レベルの目਍ ౞ง୸レベルの目਍

関ਯ 関ਯを৶ੰし，自ମで੿り、ઞい
こなせる。

関ਯを৶ੰし，ଖえられた手ದの
もとでઞいこなせる。 関ਯがઞいこなせない。

৸ਸ઴ஓ
૛৶回ଡ଼の੦ຊを৶ੰし、৸ਸ઴
ஓを੿ਛし、ളਯビットのੑ઴ਃ
を੿ることができる。

૛৶回ଡ଼の੦ຊを৶ੰし、৸ਸ઴
ஓを੿ਛすることができる。 ৸ਸ઴ஓを੿ることができない。

૛৶回ଡ଼のプログラム
૛৶回ଡ଼をプログラムで੿ਛする
ことを஥く৶ੰし、プログラムで
上手く੿ਛすることができる。

૛৶回ଡ଼をプログラムで੿ਛする
ことを৶ੰし、プログラムで੿ਛ
することができる。

૛৶回ଡ଼をプログラムで੿ਛする
ことができない。

テキスト૪৶
テキスト૪৶を஥く৶ੰし、プロ
グラムをうまく੿ਛすることがで
きる。

テキスト૪৶を৶ੰし、プログラ
ムを੿ਛすることができる。

テキスト૪৶が৶ੰできず、プロ
グラムを੿ਛすることができない
。

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
ઇ୘方法ಉ
໪ਏ プログラミングの੦ຊを৾ぶ。

૛৶回ଡ଼の੿ਛを行い、ソフトウェアとハードウェアとの関બを஥く৾ぶ。

౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法

自らઅえ、੿ਛをする。
અえるための੦ຊを઀୹する。
੦ຊについてହ明をする。
その੦ຊをણ৷し、プログラムを੿ਛしていく。
૛৶回ଡ଼の੿ਛではハードウェア੿ਛ౰ಆにඡれる。

ିਔਡ 大જなのはਫੰすることではなく、そのૌஙでઅえること・અえたことである。クラスメートとの議૛も大જな時間と
なる。

౸業ੑ઺
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

後਋

3rdQ

1ౝ 関ਯ１ ஘々な関ਯを੿ਛし、関ਯのਛり立ちにຯれる
2ౝ 関ਯ２ ஘々な関ਯを੿ਛし、関ਯのਝੑにຯれる
3ౝ 関ਯ３ ஘々な関ਯを੿ਛし、関ਯを৶ੰする
4ౝ 関ਯ４ ஘々な関ਯを੿ਛし、関ਯを஥く৶ੰする
5ౝ ૛৶回ଡ଼の੿ਛ１ ઄ਸ઴ஓを੿る
6ౝ ૛৶回ଡ଼の੿ਛ２ ৸ਸ઴ஓを੿る
7ౝ ૛৶回ଡ଼の੿ਛ３ ളਯビットのੑ઴ਃを੿る
8ౝ ૛৶回ଡ଼のプログラミング１ ઄ਸ઴ஓをプログラムでৰਠする

4thQ

9ౝ ૛৶回ଡ଼のプログラミング２ ৸ਸ઴ஓをプログラムでৰਠする
10ౝ ૛৶回ଡ଼のプログラミング３ ളਯビットのੑ઴ਃをプログラムでৰਠする
11ౝ ੕合౰ಆ１ テキスト૪৶を੦ຊとするプログラムを੿ਛする

12ౝ ੕合౰ಆ２ テキスト૪৶を੦ຊとして੿ਛしたプログラムを੝ଐ
する

13ౝ ੕合౰ಆ３ テキスト૪৶を੦ຊとするプログラムのૠெ૎を大き
くし、一度ਈੂからਝੑする

14ౝ ੕合౰ಆ４ ਝੑしたプログラムを੿ਛする
15ౝ ੕合౰ಆ５ ਝੑしたプログラムを੝ଐする

16ౝ ੕合౰ಆ６ ਝੑしたプログラムを੝ଐしたものを౥ਛさせਾઔす
る

௬੼સ合
ୖ਻ 合ੑ

੕合௬੼સ合 100 100
੦ຊ的ચ力 80 80
௧୅的ચ力 20 20
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ਠ৻঺ভ$
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0058 ఐ目ય分 一ಹ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ౸業 ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ੲਾੵ৾ఐ 対଴৾年 3
開ਝ਋ ৐਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫ ِ高ಉ৾ૅ ৗਠ৻঺ভّ๦বછ੹
૿ਊઇ員 ৵દ ෥೗
目的・ง୸目ఏ
ਠ৻঺ভをଡਛするさまकまな਑度を৶ੰし、さまकまなੲਾから、ेりਦ౅できるੲਾを਄ຽ৭උできる力をുう。また、ૼ୒঻というଳਡ
からਠ৻঺ভをኇえ、્にૼ୒঻にਏடされる຃৶的ਖ਻षのిજな਄りੌा方がਖ਼શできるेう、ૼ୒঻຃৶のো୅レベルのੴ௙のಆ੭も目
੐す。
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍(ર) ఏ૆的なง୸レベルの目਍(ଐ) ౞ง୸レベルの目਍(ਂ૭)

௬੼ඨ目1 ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵についてହ明
できる ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵をੳ௙できる ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵をੳ௙できな

い

௬੼ඨ目2 ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てହ明できる

ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てੳ௙できる

ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てੳ௙できない

௬੼ඨ目3 ೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝをହ明できる

೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝを৶ੰできる

೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝをੳ௙できない

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
ઇ୘方法ಉ
໪ਏ ૼ୒঻຃৶の౾ਖ਻を৶ੰすること、そして঺ভがनのेうなものであるसきかについての੗஘なઅえを৶ੰすること

を目੐す。
౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法 ൥ଝ஄ૄで行うが、౸業内で自らのਔৄをછく੿業が൐回૑ず৷ਔされる。

ିਔਡ ౸業内での੿業をઌ໐に行い、ਖ਻の৶ੰに౑めること。
౸業ੑ઺

ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৐਋

1VtQ

1ౝ ड़リग़ンテー३ঙン・঺ভとは୦か ౸業の方ଉ・目的उेल、঺ভとは୦かといढたਖ਻
を৶ੰする

2ౝ ૼ୒঻຃৶１ ଲୗ੟ிભಉを୻に、ૼ୒঻の঺ভ的ிભ、プロフェ
ッ३ঙॼルとしてのあり方を৶ੰする

3ౝ ૼ୒঻຃৶２
ੴ的ଃਓਥとして、෩੿ਥ、ৰ৷ৗ੧ਥ、ਔွਥ、ૹ
ఏਥなनの౾ਥਹについての੦ম的なੴ௙をಆ੭する
。

4ౝ ૼ୒঻຃৶３ ੴ的ଃਓਥとして、્ಅਥとਂਫ଼ଥଆૃ法に関する
੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

5ౝ ૼ୒঻຃৶４ ਷ྀ୰をরੱとして、ਁ૩対ੁृ୭୆৳৸のਖ਻につ
いて੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

6ౝ ૼ୒঻຃৶５ ੅ਢ૭ચਙとは୦かについて੦ম的なੴ௙をಆ੭する
。

7ౝ ૼ୒঻຃৶６ ਁ૩ୟল、उेल౮ધ৲৶ੰの੎ਏਙに関する੦ম的
なઅえ方をମにつऐる。

8ౝ ૼ୒঻຃৶ڳ ૼ୒୎ૡ、内৖ઔ৅に関する੦ম的なઅえ方をମにつ
ऐる。

2QdQ

9ౝ ૼ୒঻຃৶8 ਝੑをৢगて、੗஘৲する঺ভに対するૼ୒঻の਄り
ੌि௅િとは୦かをઅえる。

10ౝ ૼ୒঻຃৶9 ଻যੲਾ、ੲਾ७キগリテॕに関する੦ম的なੴ௙を
ಆ੭する。

11ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋇ ੺৻立೦਌ଝ、বড়਌ਥ、法の੍ଦについての੦ম的
なੴ௙をಆ੭する。

12ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋈ ঩মব೦法の਑৒、ਕ大ਉ৶、そして೦法੝ਫの手ਢ
きについての੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

13ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋉ ਴ಉと୷શのਖ਻について੦ম的なੴ௙をಆ੭する。
14ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋊ ಖઋ的自૓に関する੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

15ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋋ ମ৬的自૓、েோਥ、ਁુのૣකという໪୛について
の੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

16ౝ
௬੼સ合

レএート ৅਀ ৼ൩௬੼ ଙ度 এートフज़リड़ その౎ 合ੑ
੕合௬੼સ合 100 0 0 0 0 0 100
੦ຊ的ચ力 100 0 0 0 0 0 100
௧୅的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分৙૯૵的ચ力 0 0 0 0 0 0 0

⋍

⋊

⋈

⋉

⋇
⋌

⋋
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ੲਾ૪৶ো୅
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0023 ఐ目ય分 ௧୅ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ౰ಆ ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ୭୆੃৘ੵ৾ఐ 対଴৾年 1
開ਝ਋ ৐਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫ লග，2018年ۂۄڻলගِੲਾリテラ३ーো୅ౣؙ:LQdRZV 10・2IILFH 2016対ૢّۂۄڻ
૿ਊઇ員 લਆ ෎ຨ
目的・ง୸目ఏ
؝ੲਾঔラルृੲਾ७キগリテॕについて৶ੰし，それについてହ明できるٶ
؝Rrdを৷いたල౐なધછ੿ਛができる:ٶ
؝FHOを৷いたල౐な਀ੑ઴とグラフ੿ਛができる])ٶ
؝3RZHr3RLQtを৷いたල౐なプレ८ンテー३ঙン੿ਛができるٶ
؝06�2IILFHアプリॣー३ঙンをણ৷して，ଖえられたୖ਻を੿ਛすることができるٶ
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍ ఏ૆的なง୸レベルの目਍ ౞ง୸レベルの目਍
ੲਾঔラルと७キগリテॕ 8સਰ上のਖ਻にਫ௦できる 8સਰ上のਖ਻にਫ௦できない

:Rrdのਹ৷ ઞいこなすことができる ઇఐછをৄながらୖ਻を੿ਛでき
る

ઇఐછをৄてもアプリのඝ੿が分
からない

([FHOのਹ৷ ઞいこなすことができる ઇఐછをৄながらୖ਻を੿ਛでき
る

ઇఐછをৄてもアプリのඝ੿が分
からない

3RZHr3RLQtのਹ৷ ઞいこなすことができる ઇఐછをৄながらୖ਻を੿ਛでき
る

ઇఐછをৄてもアプリのඝ੿が分
からない

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
ઇ୘方法ಉ

໪ਏ
ম൥ଝは，ੲਾ७キগリテॕृੲਾঔラルについて৾ぶ。その後，0LFrRVRItؙ2IILFHのうち
:Rrd，([FHO，3RZHr3RLQtのઞい方について৾ぶ。ਈી的にはଖえられたୖ਻に対し，॒৾टੴ௙を৷いて੿ષを౥ਛ
させる。

౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法

ো৾時の৾েの3&スキルは，଻যにेढて大きく౮なり，ઇఐછを৷いた৊時ਤ行の൥ଝでは൑୔が੗い。そのため
，ম൥ଝでは，ઇఐછを৷いて৾ে૚自がそれझれの৶ੰ度にૢगて，自਌৾ಆを行う஄でਤめる。
௬੼は，ଙ度20٫，ୖ਻レএート80٫として௬੼する。

ିਔਡ

ੲਾ৲঺ভではルールृঐॼー，७キগリテॕに関するੴ௙は૑ਏਂ૭ಳである。ੴ௙として੭るटऐでなく，঩々の
েણでৰᄷすることが૑ਏとなる。
3&の੦মඝ੿はলਟること৐઀で൥ଝをਤめる。3&をਚ੅していない৾েにとढて06 2IILFHにेる౰ಆはഢ೜の高い
ものと૎गるかもしれない。൥ଝ時間内はૐরして৾ಆし，ଣୖ後に୮ಆするなनのੱがऐが૑ਏである。3&をਚ੅し
ている৾েは，ম൥ଝで৾ಆした内ઍを，౎の൥ଝのレএート੿ਛृ঩ଞেણのরに਄りোれ，஋ா的にઞढていくこ
とにेढてスキルアップできる。06 2IILFHのਹ৷ᄄ度は৾年が上がるऺनੜਸする。ম൥ଝでしढかりと੦ຊをମにつ
ऐてඟしい。

౸業ੑ઺
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৐਋

1VtQ

1ౝ फ़ॖॲンス，ੲਾঔラルと७キগリテॕ⋇ ੲਾঔラルと७キগリテॕについて৶ੰする
2ౝ ੲਾঔラルと७キগリテॕ⋈ ੲਾঔラルと७キগリテॕについて৶ੰする
3ౝ ॿットডークのણ৷ ॿットডークをથ৷にણ৷することができる
4ౝ プログラミングૼ法 プログラミングの৾ಆ方法と૚ர੉ୁの໪ਏを৾ぶ
5ౝ :Rrdにेるધછ੿ਛ :Rrdがઞえる
6ౝ :Rrdにेるધછ੿ਛ :Rrdがઞえる
7ౝ :Rrdにेるધછ੿ਛ :Rrdがઞえる
8ౝ র間૥ୡ ୖ਻レএート੿ਛ

2QdQ

9ౝ ([FHOにेる਀ੑ઴とグラフ੿ਛ ([FHOがઞえる
10ౝ ([FHOにेる਀ੑ઴とグラフ੿ਛ ([FHOがઞえる
11ౝ ([FHOにेる਀ੑ઴とグラフ੿ਛ ([FHOがઞえる
12ౝ 3RZHr3RLQtにेるプレ८ンテー३ঙン੿ਛ 3RZHr3RLQtがઞえる
13ౝ 3RZHr3RLQtにेるプレ८ンテー३ঙン੿ਛ 3RZHr3RLQtがઞえる
14ౝ 3RZHr3RLQtにेるプレ८ンテー३ঙン੿ਛ 3RZHr3RLQtがઞえる

15ౝ ੕合ୖ਻ ୖ਻のହ明
ୖ਻レএートの઀ল

16ౝ
௬੼સ合

૥ୡ ଙ度 ୖ਻レএート2 合ੑ
੕合௬੼સ合 0 20 80 100
ੲਾ७キগリテॕ٭ঔラル 0 0 50 50
৾ಆषの਄りੌा 0 20 0 20
06�2IILFH 0 0 30 30
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ೾୤ৰಆ$
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0052 ఐ目ય分 ௧୅ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ৰୡ・ৰಆ ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ୭୆੃৘ੵ৾ఐ 対଴৾年 2
開ਝ਋ ৐਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫ ੐৒しないق૑ਏなৱમをి࿤ଦഘするك
૿ਊઇ員 ਣ㭒 ಻য,ᓋਆ ਮ౶,ਉ田 ௏੸
目的・ง୸目ఏ
ઃのඨ目に関するੴ௙とૼચをମにつऐる؝
؝෱௞೾୤について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝１
؝਷૆೾୤について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝２
؝ഓ೾୤について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝３
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍ ఏ૆的なง୸レベルの目਍ ౞ง୸レベルの目਍

෱௞೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

਷૆೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

ഓ೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
ઇ୘方法ಉ

໪ਏ
೾୤に関するਫしいੴ௙とૼચをମにહऐるとともに，లਟ，੐଑的立ৃに立つૼ୒঻としてણඩするために૑ਏな੦
ম的なઅえ方とଙ度をുう؝

౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法

੐଑঻のもとで，ྉ員とੈ力しながら自਌的に೾୤੿業に਄りੌि؝਍৸ਸ਼一，時間డஹ，目ଦり，ਞଦり，ੱଦりを
大જにすること؝
ਛౚ௬੼の方法؟
ৰಆঀートの઀ল૾யならलにৰಆषの਄りੌा௅િから઴লされるଙ度ਡك٫ڬ５قとৰಆレএートの௬੼ਡ
؝して௬੼するك٫ڬڬ１قを合ੑك٫ڬ５ق

ିਔਡ

ૐ合時間؟
ৰಆ開઩時മの５分৐には૑ਏな૆૟をତえ，੐৒されたৃਚにૐ合すること؝ਫਊな৶૓なき೚മृಳఆはੳめられ
ないृ؝िを੭फ৶૓にेり೚മあるいはಳఆするৃ合は，૑ずૐ合時間৐に੐଑঻にਾઔすること؝
੿業時間؟
਑଒時間内に੿業を౥വできるेうあらかगめৰಆ内ઍをે分に৶ੰし，ৰಆ開઩までに૑ਏな૆૟をତえてउくこと
਑଒時間内に੿業が౥വしないৃ合؝また，ྉশをরੱとしながら൩いにੈ力し，ॳームডークで੿業をਤめること؝
ृ時間ਗでの੿業をൌ஦するৃ合は，૑ず੐଑঻にৼ୥すること؝
ৰಆঀート؟
 ൐ౝা໫঩４５؟ڴまでに，૚ྉの੐଑঻に઀লすること؝઀লৃਚとନే方法については，੐଑঻の੐ંにజうこと
؝なउ，છき方についてはৰಆ੐଑છを૞සすること؝
ৰಆレএート؟
੐৒されたৰಆୖ਻については，ৰಆ౥വ後のਈੂのౌ໫঩４５؟ڴまでに，૚ྉの੐଑঻にレএートを઀লすること
؝なउ，છき方についてはৰಆ੐଑છを૞සすること؝

౸業ੑ઺
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৐਋

1VtQ

1ౝ ೾୤ৰಆの੦ຊ ೾୤ৰಆの੦ຊを৶ੰする
2ౝ న೾とඕჃにेる෱௞೾୤ ඕჃेりもশい਴ᎉな2ਡ間の෱௞೾୤ができる
3ౝ న೾とඕჃにेる෱௞೾୤ ඕჃेりもশい਴ᎉな2ਡ間の෱௞೾୤ができる

4ౝ ਷૆೾୤ ਷૆೾୤で৷いるਃ౫قレベル，ఏჃなनكのઞい方
と৙໩の੶ো方法قಊఋૄ，ஓ高ૄكを৶ੰする

5ౝ ਷૆೾୤ ਷૆೾୤で৷いるਃ౫قレベル，ఏჃなनكのઞい方
と৙໩の੶ো方法قಊఋૄ，ஓ高ૄكを৶ੰする

6ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

7ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

8ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

2QdQ

9ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

10ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

11ౝ ਷૆೾୤ 高଩୷を೾৒し，ෙ୷を৹ତして৉ೕ高をৠ৒するこ
とができる

12ౝ ഓ೾୤と೾ഓਃஓの੦ຊ ഓ೾୤で৷いるਃ౫ق७ड़ドラॖトكのྚહऐ方とઞ
い方をಆ੭するとともに，৙໩の੶ো方法を৶ੰする

13ౝ ഓ೾୤と೾ഓਃஓの੦ຊ ഓ೾୤で৷いるਃ౫ق७ड़ドラॖトكのྚહऐ方とઞ
い方をಆ੭するとともに，৙໩の੶ো方法を৶ੰする

14ౝ ഓ೾୤と೾ഓਃஓの੦ຊ ഓ೾୤で৷いるਃ౫ق७ड़ドラॖトكのྚહऐ方とઞ
い方をಆ੭するとともに，৙໩の੶ো方法を৶ੰする

15ౝ ഓ೾୤と೾ഓਃஓの੦ຊ ഓ೾୤で৷いるਃ౫ق७ड़ドラॖトكのྚહऐ方とઞ
い方をಆ੭するとともに，৙໩の੶ো方法を৶ੰする
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16ౝ ഓ೾୤と೾ഓਃஓの੦ຊ ഓ೾୤で৷いるਃ౫ق७ड़ドラॖトكのྚહऐ方とઞ
い方をಆ੭するとともに，৙໩の੶ো方法を৶ੰする

௬੼સ合
ଙ度 レএート 合ੑ

੕合௬੼સ合 50 50 100
෱௞೾୤ 15 25 40
਷૆೾୤ 20 25 45
ഓ೾୤ 15 0 15
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ೾୤ৰಆB
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0053 ఐ目ય分 ௧୅ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ৰୡ・ৰಆ ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ୭୆੃৘ੵ৾ఐ 対଴৾年 2
開ਝ਋ 後਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫ ੐৒しないق૑ਏなৱમをి࿤ଦഘするك
૿ਊઇ員 ਣ㭒 ಻য,ᓋਆ ਮ౶,ਉ田 ௏੸
目的・ง୸目ఏ
ઃのඨ目に関するੴ௙とૼચをମにつऐる؝
؝඀ඕჃを৷いたಖഡ෱௞೾୤と௺ଁෙ୷のଓਫ方法について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝１
؝トラংース೾୤について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝２
؝਴ഝ೾୤について৶ੰし，ஓ఻をઞढて೾୤できる؝３
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍ ఏ૆的なง୸レベルの目਍ ౞ง୸レベルの目਍

ಖഡ෱௞೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

トラংース೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

਴ഝ೾୤
ਉ৶と੿業手ದをે分に৶ੰし
，ஓ఻をઞढて自਌的に೾୤でき
る؝

ਉ৶と੿業手ದを৶ੰし，੐଑છ
を૞અにしながら，ஓ఻をઞढて
೾୤できる؝

ਉ৶と੿業手ದに関する৶ੰがਂ
ଌし，ஓ఻をઞढた೾୤ができな
い؝

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
ઇ୘方法ಉ
໪ਏ ೾୤に関するਫしいੴ௙とૼચをମにહऐるとともに，లਟ，੐଑的立ৃに立つૼ୒঻としてણඩするために૑ਏな੦

ম的なઅえ方とଙ度をുう؝

౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法

੐଑঻のもとで，ྉ員とੈ力しながら自਌的に೾୤੿業に਄りੌि؝਍৸ਸ਼一，時間డஹ，目ଦり，ਞଦり，ੱଦりを
大જにすること؝
ਛౚ௬੼の方法؟
ৰಆঀートの઀ল૾யならलにৰಆषの਄りੌा௅િから઴লされるଙ度ਡك٫ڬ５قとৰಆレএートの௬੼ਡ
؝して௬੼するك٫ڬڬ１قを合ੑك٫ڬ５ق

ିਔਡ

ૐ合時間؟
ৰಆ開઩時മの５分৐には૑ਏな૆૟をତえ，੐৒されたৃਚにૐ合すること؝ਫਊな৶૓なき೚മृಳఆはੳめられ
ないृ؝िを੭फ৶૓にेり೚മあるいはಳఆするৃ合は，૑ずૐ合時間৐に੐଑঻にਾઔすること؝
੿業時間؟
਑଒時間内に੿業を౥വできるेうあらかगめৰಆ内ઍをે分に৶ੰし，ৰಆ開઩までに૑ਏな૆૟をତえてउくこと
਑଒時間内に੿業が౥വしないৃ合؝また，ྉশをরੱとしながら൩いにੈ力し，ॳームডークで੿業をਤめること؝
ृ時間ਗでの੿業をൌ஦するৃ合は，૑ず੐଑঻にৼ୥すること؝
ৰಆঀート؟
 ൐ౝা໫঩４５؟ڴまでに，૚ྉの੐଑঻に઀লすること؝઀লৃਚとନే方法については，੐଑঻の੐ંにజうこと
؝なउ，છき方についてはৰಆ੐଑છを૞සすること؝
ৰಆレএート؟
੐৒されたৰಆୖ਻については，ৰಆ౥വ後のโౝౌ໫঩４５؟ڴまでに，૚ྉの੐଑঻にレএートを઀লすること
؝なउ，છき方についてはৰಆ੐଑છを૞සすること؝

౸業ੑ઺
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

後਋

3rdQ

1ౝ ඀ඕჃにेるಖഡ෱௞೾୤ ඀ඕჃを৷いたಖഡ෱௞೾୤とଓਫੑ઴の方法を৶ੰ
する

2ౝ ඀ඕჃにेるಖഡ෱௞೾୤ ඀ඕჃを৷いたಖഡ෱௞೾୤とଓਫੑ઴の方法を৶ੰ
する

3ౝ ඀ඕჃにेるಖഡ෱௞೾୤ ඀ඕჃを৷いたಖഡ෱௞೾୤とଓਫੑ઴の方法を৶ੰ
する

4ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

5ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

6ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

7ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

8ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

4thQ

9ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

10ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

11ౝ トラংース೾୤ ൷合トラংースの೾ഓと೾෱を行い，ෙ୷のଦ分उे
ल৹ତੑ઴の方法を৶ੰする

12ౝ ਴ഝ೾୤
਴ഝ೾୤で৷いるਃ౫ق਴ഝ೾ஓ，アリॲードなन
ଣೝ法，৐方ઐভ法قのઞい方と಍৖೾୤のૼ法ك
，ड़フ७ット法كを৶ੰする

13ౝ ਴ഝ೾୤
਴ഝ೾୤で৷いるਃ౫ق਴ഝ೾ஓ，アリॲードなन
ଣೝ法，৐方ઐভ法قのઞい方と಍৖೾୤のૼ法ك
，ड़フ७ット法كを৶ੰする
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14ౝ ਴ഝ೾୤
਴ഝ೾୤で৷いるਃ౫ق਴ഝ೾ஓ，アリॲードなन
ଣೝ法，৐方ઐভ法قのઞい方と಍৖೾୤のૼ法ك
，ड़フ७ット法كを৶ੰする

15ౝ ਴ഝ೾୤
਴ഝ೾୤で৷いるਃ౫ق਴ഝ೾ஓ，アリॲードなन
ଣೝ法，৐方ઐভ法قのઞい方と಍৖೾୤のૼ法ك
，ड़フ७ット法كを৶ੰする

16ౝ ਴ഝ೾୤
਴ഝ೾୤で৷いるਃ౫ق਴ഝ೾ஓ，アリॲードなन
ଣೝ法，৐方ઐভ法قのઞい方と಍৖೾୤のૼ法ك
，ड़フ७ット法كを৶ੰする

௬੼સ合
ଙ度 レএート 合ੑ

੕合௬੼સ合 50 50 100
ಖഡ෱௞೾୤ 15 25 40
トラংース೾୤ 20 25 45
਴ഝ೾୤ 15 0 15
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਽ಌஸੵ業高ಉ௧୅৾ૅ 開൥年度 ഥਮ02年度 (2020年度) ౸業ఐ目 ਠ৻঺ভ$
ఐ目੦ຊੲਾ
ఐ目୞ಀ 0055 ఐ目ય分 一ಹ / ૑ఊ
౸業஄ଙ ౸業 ౐ਜ਼のரશと౐ਜ਼ਯ ၎ఊ౐ਜ਼: 1
開ਝ৾ఐ ୭୆੃৘ੵ৾ఐ 対଴৾年 3
開ਝ਋ ৐਋ ౝ時間ਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫ ِ高ಉ৾ૅ ৗਠ৻঺ভّ๦বછ੹
૿ਊઇ員 ৵દ ෥೗
目的・ง୸目ఏ
ਠ৻঺ভをଡਛするさまकまな਑度を৶ੰし、さまकまなੲਾから、ेりਦ౅できるੲਾを਄ຽ৭උできる力をുう。また、ૼ୒঻というଳਡ
からਠ৻঺ভをኇえ、્にૼ୒঻にਏடされる຃৶的ਖ਻षのిજな਄りੌा方がਖ਼શできるेう、ૼ୒঻຃৶のো୅レベルのੴ௙のಆ੭も目
੐す。
ルーブリック

৶୳的なง୸レベルの目਍(ર) ఏ૆的なง୸レベルの目਍(ଐ) ౞ง୸レベルの目਍(ਂ૭)

௬੼ඨ目1 ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵についてହ明
できる ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵をੳ௙できる ૼ୒঻の঺ভ的ઞ୵をੳ௙できな

い

௬੼ඨ目2 ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てହ明できる

ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てੳ௙できる

ૼ୒がもたらすਹஇと௤૩につい
てੳ௙できない

௬੼ඨ目3 ೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝをହ明できる

೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝを৶ੰできる

೦法ृ法の૽સ、਴ಉृਥਹのਔ
ଝをੳ௙できない

৾ఐのง୸目ఏඨ目との関બ
૆৾૒ୖங 1(2) ૆৾૒ୖங 1(3)
ઇ୘方法ಉ
໪ਏ ૼ୒঻຃৶の౾ਖ਻を৶ੰすること、そして঺ভがनのेうなものであるसきかについての੗஘なઅえを৶ੰすること

を目੐す。
౸業のਤめ方と౸業内
ઍ・方法 ൥ଝ஄ૄで行うが、౸業内で自らのਔৄをછく੿業が൐回૑ず৷ਔされる。

ିਔਡ ౸業内での੿業をઌ໐に行い、ਖ਻の৶ੰに౑めること。
౸業ੑ઺

ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง୸目ఏ

৐਋

1VtQ

1ౝ ड़リग़ンテー३ঙン・঺ভとは୦か ౸業の方ଉ・目的उेल、঺ভとは୦かといढたਖ਻
を৶ੰする

2ౝ ૼ୒঻຃৶１ ଲୗ੟ிભಉを୻に、ૼ୒঻の঺ভ的ிભ、プロフェ
ッ३ঙॼルとしてのあり方を৶ੰする

3ౝ ૼ୒঻຃৶２
ੴ的ଃਓਥとして、෩੿ਥ、ৰ৷ৗ੧ਥ、ਔွਥ、ૹ
ఏਥなनの౾ਥਹについての੦ম的なੴ௙をಆ੭する
。

4ౝ ૼ୒঻຃৶３ ੴ的ଃਓਥとして、્ಅਥとਂਫ଼ଥଆૃ法に関する
੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

5ౝ ૼ୒঻຃৶４ ਷ྀ୰をরੱとして、ਁ૩対ੁृ୭୆৳৸のਖ਻につ
いて੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

6ౝ ૼ୒঻຃৶５ ੅ਢ૭ચਙとは୦かについて੦ম的なੴ௙をಆ੭する
。

7ౝ ૼ୒঻຃৶６ ਁ૩ୟল、उेल౮ધ৲৶ੰの੎ਏਙに関する੦ম的
なઅえ方をମにつऐる。

8ౝ ૼ୒঻຃৶ڳ ૼ୒୎ૡ、内৖ઔ৅に関する੦ম的なઅえ方をମにつ
ऐる。

2QdQ

9ౝ ૼ୒঻຃৶8 ਝੑをৢगて、੗஘৲する঺ভに対するૼ୒঻の਄り
ੌि௅િとは୦かをઅえる。

10ౝ ૼ୒঻຃৶9 ଻যੲਾ、ੲਾ७キগリテॕに関する੦ম的なੴ௙を
ಆ੭する。

11ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋇ ੺৻立೦਌ଝ、বড়਌ਥ、法の੍ଦについての੦ম的
なੴ௙をಆ੭する。

12ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋈ ঩মব೦法の਑৒、ਕ大ਉ৶、そして೦法੝ਫの手ਢ
きについての੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

13ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋉ ਴ಉと୷શのਖ਻について੦ম的なੴ௙をಆ੭する。
14ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋊ ಖઋ的自૓に関する੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

15ౝ ড়਌঺ভのਉ৶と঩মব೦法⋋ ମ৬的自૓、েோਥ、ਁુのૣකという໪୛について
の੦ম的なੴ௙をಆ੭する。

16ౝ
௬੼સ合

レএート ৅਀ ৼ൩௬੼ ଙ度 এートフज़リड़ その౎ 合ੑ
੕合௬੼સ合 100 0 0 0 0 0 100
੦ຊ的ચ力 100 0 0 0 0 0 100
௧୅的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分৙૯૵的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
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ホーム / ⽊ಌஸ⼯業⾼ಉ௧⾨学校 / 機༊⼯学ఐ / カリキュラムマップ

専
2
年

後
期

前
期

専
1
年

後
期

前
期

�
年

後
期

前期 : 統計
学

前期 : 応⽤
物理⋝

集中 : ⽇本
⽂化論

通年 : ⽇本
語⋝

前期 : 国⽂
学

前期 : ஶ会
話⋜

前期 : ஶ語
౰ಆ⋜

前期 : 法学

前期 : ⼼理
学

通年 : ෮業研究 通年 : ෮業研究

通年 : ⽇本語⋝

通年 : 中国語⋜

通年 : ドイツ語
⋝

通年 : ෮業研究

後期 : ⾃動
⾞⼯学

後期 : 機構
学(後期）

前期 : 機構
学(前期）

後期 : ⾃動
⾞⼯学

後期 : 機構
学(後期）

前期 : 機構
学(前期）

後期 : 数値
流体⼒学

後期 : ⾃動
⾞⼯学

前期 : ஫೸
⼯学

前期 : 流体
⼒学

後期 : ⾃動
⾞⼯学

後期 : ⾃動
⾞⼯学

後期 : ౫料
学⋜（後
期）

前期 : ౫料
学⋜（前
期）

後期 : ⾃動
⾞⼯学

後期 : ロボ
ット制౪
（後期）

後期 : セン
サ⼯学（後
期）

前期 : セン
サ⼯学（前
期）

前期 : ロボ
ット制౪
（前期）

通年 : ෮業
研究

前期 : ⼯学
実験⋟

前期 : 製作
実ಆ⋞

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

前
期

�
年

後
期 後期 : 応⽤

数学B

前期 : 応⽤
数学A

前期 : 応⽤
数学C

後期 : 応⽤
物理実験

後期 : 応⽤
物理実験

後期 : 国語
表現

後期 : ⽇本
語⋜Ｂ

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : ⽇本
語⋜Ａ

後期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ｂ

後期 : ஶ会
話⋛Ｂ

後期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ｂ

前期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ａ

前期 : ஶ会
話⋛Ａ

前期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ａ

後期 : າ学B

後期 : 経済
学B

後期 : 社会
学B

前期 : າ学A

前期 : 経済
学A

前期 : 社会
学A

後期 : 電気⼯学౰ಆ

後期 : ドイツ語
⋜B

後期 : 中国語
⋛B

後期 : ⽇本語⋜
Ｂ

前期 : ドイツ語
⋜A

前期 : 中国語
⋛A

前期 : ⽇本語⋜
Ａ

前期 : 設計
製௕⋞

後期 : 設計
法⋛

前期 : 設計
製௕⋞

後期 : 機༊
⼒学⋛

後期 : ౫料
⼒学⋝

前期 : ౫料
⼒学⋜

後期 : ೸⼒
学⋜

後期 : 流体
⼒学⋜

前期 : ೸⼒
学⋛

前期 : 流体
⼒学⋛

前期 : 機༊
⼯作法⋜

前期 : ౫料
学⋝

前期 : マイ
コン制౪

後期 : 課題
研究

後期 : ⼯学
実験⋞B

後期 : 製作
実ಆ⋞

後期 : 電気
⼯学౰ಆ

前期 : ⼯学
実験⋞A

前期 : 製作
実ಆ⋝

後期 : 課題
研究

後期 : 電気
⼯学౰ಆ

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

後期 : 電気
⼯学౰ಆ

前
期

3
年

後
期

後期 : 線形
代数⋜

後期 : ๶分
積分⋝

後期 : 計೾
⼯学⋜

前期 : ๶分
積分⋜

前期 : 計೾
⼯学⋛

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 化学
⋜

後期 : 化学
⋜

後期 : ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ・ｱｰｽｻｲｴﾝｽ

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国語
⋝

後期 : ஶ語
⋟B

前期 : ஶ語
⋟A

後期 : 現代
社会B

前期 : 現代
社会A

後期 : ⼯学実験⋝B

通年 : プロジェクト
実ಆ

前期 : ⼯学実験⋝A

前期 : 現代社会A

後期 : ドイツ語
⋛B

前期 : 現代社会
A

前期 : ドイツ語
⋛A

後期 : 設計
製௕⋝

前期 : 設計
製௕⋜

後期 : 設計
製௕⋝

前期 : 機構
学⋜

前期 : 設計
製௕⋜

後期 : ౫料
⼒学⋛

前期 : 機構
学⋜

後期 : 機༊
⼯作法⋛

後期 : ౫料
学⋜

前期 : ౫料
学⋛

後期 : 計೾
⼯学⋜

前期 : 計೾
⼯学⋛

後期 : ⼯学
実験⋝B

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : ⼯学
実験⋝A

前期 : 製作
実ಆ⋜

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ前

期

2
年

後
期

後期 : 線形
代数⋛B

後期 : ๶分
積分⋛B

前期 : ๶分
積分⋛A

前期 : 線形
代数⋛A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 国語
⋜B

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国語
⋜A

後期 : ஶ語
⋝Ｂ

後期 : ஶ語
⋞Ｂ

前期 : ஶ語
⋝Ａ

前期 : ஶ語
⋞Ａ

後期 : ഄఴB

前期 : ഄఴA

後期 : ⼯学実験⋜B

前期 : ⼯学実験⋜A

前期 : 設計
製௕⋛

後期 : 機構
学⋛

前期 : 設計
製௕⋛

後期 : ⼯業
⼒学⋜

前期 : ⼯業
⼒学⋛

前期 : 情報
処理⋝

前期 : 電気
回路

後期 : ⼯学
実験⋜B

後期 : 製作
実ಆ⋛

前期 : ⼯学
実験⋜A

前
期

1
年

後
期 後期 : 基ຊ

数学⋜

後期 : 基ຊ
数学⋝

前期 : 基ຊ
数学⋛

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 国語
⋛B

前期 : 国語
⋛A

後期 : ஶ語
⋛B

後期 : ஶ語
⋜B

前期 : ஶ語
⋛A

前期 : ஶ語
⋜A

前期 : ஶ⽂
法

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : ⼯学実験,B

前期 : ⼯学実験,A

前期 : 情報
処理⋛

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : ௕学
製௕,,

前期 : ௕学
製௕,

後期 : 情報
処理,,

前期 : 情報
処理⋛

後期 : ⼯学
実験,B

前期 : ⼯学
実験,A

後期 : 技術
者⼊⾨,,

前期 : 技術
者⼊⾨,

後期 : 技術
者⼊⾨,,

前期 : 技術
者⼊⾨,

前
期

  数学 物理 物理実験 化学(⼀般) 化学実験
ライフサイエン
ス/アースサイエ

ンス
国語 英語 社会

⼯学実験技術(各種測
定⽅法、データ処
理、考察⽅法)

技術者຃理(知的財産、
法ഥ順守、持続可能性を
含む)および技術史

情報リテラシ
ー

グローバリゼーシ
ョン・異⽂化多⽂

化理解
製図 機༊設計 ⼒学 熱流体 ⼯作 材料 情報処理 計測制御 機༊系【実験

実習】 ሑ⽤的技能 態度・志向性
総合的な学習
経験と൉造的
思考⼒

  数学 ⾃然科学 ⼈⽂・社会科学 ⼯学基ຊ 機༊系分野
分野別の⼯学
実験・実習能

⼒
ሑ⽤的技能 態度・志向性

(⼈間⼒)

総合的な学習
経験と൉造的
思考⼒

-

機༊⼯学科 開൥年度� 2020
           ⽬ఏ g 学ಆ内容 g ఐ⽬割当 g カリキュラムマップ g 集計 g 集計サマリー ⽀援機能 

表⽰切り替え︓  コース� -ABEE 全て カリキュラムマップ

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Dashboard
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0109&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0119&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0168&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0189&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0149&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0167&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0165&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0166&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0153&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0154&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0192&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0151&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0152&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0158&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0159&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0160&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0155&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0156&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0157&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0163&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0164&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0167&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0161&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0162&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0166&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0186&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0172&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0175&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0177&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0174&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0176&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0173&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0187&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0182&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0184&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0181&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0065&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0067&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0083&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0066&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0082&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0070&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0069&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0070&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0069&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0071&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0071&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0068&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0073&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0056&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0060&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0059&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0058&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0057&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0085&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0074&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0084&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0057&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0062&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0057&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0061&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0081&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0080&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0081&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0075&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0080&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0076&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0075&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0079&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0078&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0077&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0083&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0082&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0085&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0074&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0084&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0086&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0072&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0074&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0072&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0072&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0074&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0028&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0030&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0029&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0046&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0032&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0031&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0032&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0031&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0034&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0033&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0034&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0033&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0037&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0035&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0036&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0041&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0043&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0040&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0042&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0039&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0038&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0054&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0053&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0052&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0049&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0052&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0051&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0050&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0047&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0048&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0054&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0055&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0053&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0014&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0015&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0007&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0009&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0008&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0010&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0004&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0027&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0026&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0004&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0025&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0024&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0021&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0027&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0026&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0023&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0022&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0023&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=11&subject_id=0022&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/DepartmentMission.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SubjectMapping.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/CurriculumMap.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=11&year=2020&check=1
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelSummary.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SupportFunctions.aspx?department_id=11&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/JABEEMap.aspx?department_id=11&year=2020
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後期 : 電気機ஓ⋜

後期 : 実ୡ実ಆ⋝B

前期 : 電気回ଡ଼⋝A

前期 : 電⼦回ଡ଼⋛

前期 : 電気機ஓ⋛

前期 : 実ୡ実ಆ⋝A

前期 : 情報஫ଛ⼯
学

後期 : 電気
჌気学⋝B

後期 : 電気
機ஓ⋜

後期 : 実ୡ
実ಆ⋝B

前期 : 電気
჌気学⋝A

前期 : 電気
機ஓ⋛

前期 : 実ୡ
実ಆ⋝A

後期 : 電⼦回ଡ଼⋜

後期 : 実ୡ実ಆ⋝B

前期 : 電⼦回ଡ଼⋛

前期 : 実ୡ実ಆ⋝A

後期 : 電⼦回
ଡ଼⋜

後期 : 実ୡ実
ಆ⋝B

前期 : 電⼦回
ଡ଼⋛

前期 : 実ୡ実
ಆ⋝A

後期 : 電気機ஓ
⋜

後期 : 実ୡ実ಆ
⋝B

前期 : 電気機ஓ
⋛

前期 : 実ୡ実ಆ
⋝A

後期 : 実ୡ実ಆ⋝B

前期 : 実ୡ実ಆ⋝A

後期 : 制౪
⼯学

後期 : 実ୡ
実ಆ⋝B

後期 : 実ୡ実
ಆ⋝B

前期 : 実ୡ実
ಆ⋝A

後期 : ⽇本
ୁ⋜Ｂ

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : ⽇本
ୁ⋜Ａ

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

前期 : ⽇本
ୁ⋜Ａ

後期 : ୖ題ଢ଼஢

前期 : ⽇本ୁ⋜Ａ

前
期

3
年

後
期 後期 : ଍஄

代数⋜

後期 : ๶分
஋分⋝

前期 : ๶分
஋分⋜

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 化学
⋜

後期 : 化学
⋜

後期 : ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・ｱｰ
ｽｻｲｴﾝｽ

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国ୁ
⋝

後期 : ஶୁ
⋟B

前期 : ஶୁ
⋟A

後期 : 現代
社会B

前期 : 現代
社会A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜B
前期 : 現代社会A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜B

前期 : ディジタル
回ଡ଼⋜

前期 : 組み込みﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

後期 : ドイツୁ⋛B

前期 : 現代社会A

前期 : ドイツୁ⋛A

後期 : ⼯学基ຊ౰
ಆ⋜

後期 : 電気回ଡ଼⋜B

後期 : 実ୡ実ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜B

通年 : プロジェク
ト実ಆ

前期 : 電気回ଡ଼⋜A

後期 : ⼯学
基ຊ౰ಆ⋜

後期 : 電気
჌気学⋜B

後期 : 実ୡ
実ಆ⋜A

後期 : 実ୡ
実ಆ⋜B

前期 : 電気
჌気学⋜A

前期 : ディジタル
回ଡ଼⋜

前期 : 組み込みﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

後期 : 電⼦⼯
学⋜

後期 : 実ୡ実
ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実
ಆ⋜B

前期 : 電⼦⼯
学⋛

後期 : 実ୡ実ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実ಆ⋜B

後期 : 実ୡ実
ಆ⋜A

後期 : 実ୡ実
ಆ⋜B

通年 : プロジ
ェクト実ಆ

集中 : ⽇本
⽂化論

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

集中 : ⽇本
⽂化論

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

集中 : ⽇本⽂化論

通年 : ⼀ಹ特別セ
ミナー

通年 : プロジェク
ト実ಆ前

期

2
年

後
期

後期 : ଍஄
代数⋛B

後期 : ๶分
஋分⋛B

後期 : ⼯学
基ຊ౰ಆ⋛

前期 : ଍஄
代数⋛A

前期 : ๶分
஋分⋛A

後期 : 物理
学⋜B

後期 : 電気
჌気学⋛B

前期 : 物理
学⋜A

前期 : 電気
჌気学⋛A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

前期 : 実ୡ
実ಆ⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 国ୁ
⋜B

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国ୁ
⋜A

後期 : ஶୁ
⋝Ｂ

後期 : ஶୁ
⋞Ｂ

前期 : ஶୁ
⋝Ａ

前期 : ஶୁ
⋞Ａ

後期 : ഄఴB

前期 : ഄఴA

後期 : 実ୡ実ಆ⋛B

前期 : 実ୡ実ಆ⋛A

後期 : 実ୡ実ಆ⋛B

前期 : プログラミ
ング⋜

前期 : 実ୡ実ಆ⋛A

後期 : ⼯学基ຊ౰
ಆ⋛

後期 : 電気回ଡ଼⋛B

後期 : 実ୡ実ಆ⋛B

前期 : 電気回ଡ଼⋛A

前期 : 実ୡ実ಆ⋛A

後期 : ⼯学
基ຊ౰ಆ⋛

後期 : 電気
჌気学⋛B

後期 : 実ୡ
実ಆ⋛B

前期 : 電気
჌気学⋛A

前期 : 実ୡ
実ಆ⋛A

後期 : 実ୡ実ಆ⋛B

前期 : 実ୡ実ಆ⋛A

後期 : 実ୡ実
ಆ⋛B

前期 : 実ୡ実
ಆ⋛A

集中 : ⽇本
⽂化論

集中 : ⽇本
⽂化論 集中 : ⽇本⽂化論

前
期

1
年

後
期 後期 : 基ຊ

数学⋝

後期 : 基ຊ
数学⋜

前期 : 基ຊ
数学⋛

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 国ୁ
⋛B

前期 : 国ୁ
⋛A

後期 : ஶୁ
⋜B

後期 : ஶୁ
⋛B

前期 : ஶ⽂
法

前期 : ஶୁ
⋜A

前期 : ஶୁ
⋛A

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : プログラミ
ング⋛

後期 : ディジタル
回ଡ଼⋛

前期 : 情報リテラ
シー

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : ૼ୒者⼊୅
⋜

後期 : 電気電⼦⼯
学⼊୅

前期 : ૼ୒者⼊୅
⋛

後期 : 電気
電⼦⼯学⼊
୅

後期 : ディジタル
回ଡ଼⋛

後期 : ૼ୒者
⼊୅⋜

後期 : 電気電
⼦⼯学⼊୅

前期 : ૼ୒者
⼊୅⋛

前期 : 電気電
⼦ଲ௕⋛

後期 : ૼ୒
者⼊୅⋜

前期 : ૼ୒
者⼊୅⋛

後期 : ૼ୒
者⼊୅⋜

前期 : ૼ୒
者⼊୅⋛

後期 : ૼ୒者⼊୅
⋜

前期 : ૼ୒者⼊୅
⋛

前
期

  数学 物理 物理実験 化学(⼀般) 化学実験 ライフサイエンス/ア
ースサイエンス 国語 英語 社会 ⼯学実験技術(各種測定⽅法、

データ処理、考察⽅法)
技術者倫理(知的財産、法令順守、持
続可能性を含む)および技術史 情報リテラシー グローバリゼーショ

ン・異⽂化多⽂化理解 電気回路 電჌気 電⼦回路 電⼦⼯学 電⼒ 計測 制御 電気・電⼦系
【実験実習】 ሑ⽤的技能 態度・志向性 総合的な学習経験

と創造的思考⼒

  数学 ⾃然科学 ⼈⽂・社会科学 ⼯学基礎 電気・電⼦系分野 分野別の⼯学実
験・実習能⼒ ሑ⽤的技能 態度・志向性

(⼈間⼒)
総合的な学習経験
と創造的思考⼒

-

電気電⼦⼯学科 開講年度� 2020
           ⽬ఏ g 学ಆ内容 g ఐ⽬割当 g カリキュラムマップ g 集計 g 集計サマリー ⽀ର機能 

表⽰切り替え︓  コース� JABEE 全て カリキュラムマップ

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Dashboard
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0119&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0115&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0130&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0115&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0182&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0150&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0168&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0166&year=2017
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0027&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0027&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0027&year=2019
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0011&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0012&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0009&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0010&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0009&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0010&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0026&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0025&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0026&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0025&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0024&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0008&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0022&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0023&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0004&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0022&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0023&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0007&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=12&subject_id=0001&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/DepartmentMission.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SubjectMapping.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/CurriculumMap.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=12&year=2020&check=1
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelSummary.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SupportFunctions.aspx?department_id=12&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/JABEEMap.aspx?department_id=12&year=2020


ホーム / ⽊ಌஸ⼯業⾼ಉ௧⾨学校 / 電⼦制౪⼯学ఐ / カリキュラムマップ

௧
2
年

後
期

前
期

௧
1
年

後
期

前
期

�
年

後
期

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

前期 : 統計
学

後期 : 電⼦
౫料

後期 : 電⼦
回路⋜（後
期）

前期 : 応⽤
物理⋝

前期 : 電⼦
回路⋜（前
期）

前期 : 応⽤
物理⋝

後期 : 電⼦
౫料

集中 : ⽇本
⽂化論

通年 : ෮業
研究

通年 : ⽇本
語⋝

前期 : 国⽂
学

前期 : ஶ語
౰ಆ⋜

前期 : ஶ会
話⋜

前期 : ⼼理
学

前期 : 法学

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

後期 : 制౪
機器（後
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

通年 : ෮業
研究

前期 : 情報
⼯学（前
期）

通年 : ドイ
ツ語⋝

通年 : 中国
語⋜

通年 : ⽇本
語⋝

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

後期 : 制౪
機器（後
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : 制౪
機器（前
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

後期 : 制౪
機器（後
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

後期 : ೸流
体⼒学（後
期）

前期 : 制౪
機器（前
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

前期 : ೸流
体⼒学（前
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

後期 : 制౪
⼯学⋜（後
期）

後期 : 制౪
機器（後
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

後期 : 計算
機制౪⼯学
（後期）

前期 : 制౪
機器（前
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

前期 : 計算
機制౪⼯学
（前期）

前期 : 制౪
⼯学⋜（前
期）

後期 : 電⼦
回路⋜（後
期）

前期 : 電⼦
回路⋜（前
期）

後期 : 電⼦
౫料

前期 : 制౪
機器（前
期）

後期 : ಖഡ
⼯学（後
期）

前期 : ಖഡ
⼯学（前
期）

後期 : 制౪
⼯学⋜（後
期）

後期 : 制౪
機器（後
期）

後期 : 計算
機制౪⼯学
（後期）

前期 : 計算
機制౪⼯学
（前期）

前期 : 制౪
⼯学⋜（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

後期 : シス
テム⼯学

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

後期 : シス
テム⼯学

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

後期 : シス
テム⼯学

前期 : 情報
⼯学（前
期）

後期 : 情報
⼯学（後
期）

後期 : 計算
機制౪⼯学
（後期）

後期 : 電⼦
回路⋜（後
期）

前期 : 情報
⼯学（前
期）

前期 : 計算
機制౪⼯学
（前期）

前期 : 電⼦
回路⋜（前
期）

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

通年 : ෮業
研究

前
期

�
年

後
期

後期 : 応⽤
数学Ｂ

前期 : 応⽤
数学Ｃ

前期 : 応⽤
数学Ａ

前期 : 応⽤
物理実験

前期 : 応⽤
物理実験

後期 : 国語
表現

後期 : ⽇本
語⋜Ｂ

後期 : 課題
研究

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : ⽇本
語⋜Ａ

前期 : 学外
実ಆ

後期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ｂ

後期 : ஶ会
話⋛Ｂ

後期 : ⼯業
ஶ語౰ಆ

後期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ｂ

前期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ａ

前期 : ஶ会
話⋛Ａ

前期 : ஶ語
౰ಆ⋛Ａ

後期 : າ学B

後期 : 経済
学B

後期 : 社会
学B

前期 : າ学A

前期 : 経済
学A

前期 : 社会
学A

後期 : 課題
研究

前期 : 応⽤
物理実験

前期 : 実験
実ಆ⋟

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 学外
実ಆ

後期 : ドイ
ツ語⋜B

後期 : 中国
語⋛B

後期 : ⽇本
語⋜Ｂ

前期 : ドイ
ツ語⋜A

前期 : 中国
語⋛A

前期 : ⽇本
語⋜Ａ

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 機༊
設計⼯学⋛

後期 : ౫料
⼒学⋜

前期 : ౫料
⼒学⋛

後期 : 制౪
⼯学⋜

前期 : 制౪
⼯学⋛

後期 : 電気
回路⋞

前期 : 電჌
気学⋞

後期 : 電⼦
回路⋜

前期 : 電⼦
回路⋛

後期 : 電⼦
⼯学⋞

前期 : 電⼦
⼯学⋝

後期 : 制౪
⼯学⋜

前期 : 制౪
⼯学⋛

後期 : 情報
処理⋜

前期 : 情報
処理⋛

後期 : 情報
処理⋜

前期 : 情報
処理⋛

後期 : 情報
処理⋜

前期 : 情報
処理⋛

後期 : 課題
研究

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 実験
実ಆ⋟

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 実験
実ಆ⋟

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 実験
実ಆ⋟

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 課題
研究

前期 : 学外
実ಆ

前
期

3
年

後
期 後期 : 線形

代数⋜

後期 : ๶分
積分⋝

前期 : ๶分
積分⋜

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 化学
⋜

後期 : 化学
⋜

後期 : ﾗｲﾌｻｲ
ｴﾝｽ・ｱｰｽｻｲｴ
ﾝｽ

後期 : ⽇本
語⋛B

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国語
⋝

前期 : ⽇本
語⋛A

後期 : ஶ語
⋟B

前期 : ஶ語
⋟A

後期 : 現代
社会B

前期 : 現代
社会A

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

前期 : 現代
社会A

後期 : ドイ
ツ語⋛B

後期 : ⽇本
語⋛B

前期 : 現代
社会A

前期 : ドイ
ツ語⋛A

前期 : ⽇本
語⋛A

後期 : 機༊
⼒学

前期 : ⼯業
⼒学

後期 : 機༊
⼒学

前期 : ⼯業
⼒学

後期 : 実験
実ಆ⋞

後期 : 計೾
⼯学⋜

前期 : 計೾
⼯学⋛

後期 : 電気
回路⋝

前期 : 電気
回路⋜

後期 : 電჌
気学⋝

前期 : 電჌
気学⋜

後期 : 電⼦
⼯学⋜

前期 : 電⼦
⼯学⋛

後期 : 電気
回路⋝

前期 : 電気
回路⋜

後期 : 電気
回路⋝

後期 : 計೾
⼯学⋜

後期 : 実験
実ಆ⋞

前期 : 電気
回路⋜

前期 : 計೾
⼯学⋛

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

後期 : 実験
実ಆ⋞

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実験
実ಆ⋝

前
期

2
年

後
期

後期 : 線形
代数⋛B

後期 : ๶分
積分⋛B

前期 : 線形
代数⋛A

前期 : ๶分
積分⋛A

後期 : 物理
学⋜B

後期 : 電჌
気学⋛

前期 : 電気
回路⋛

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 物理
学⋜B

後期 : 電჌
気学⋛

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 国語
⋜B

後期 : 実験
実ಆ⋜

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国語
⋜A

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : ஶ語
⋝Ｂ

後期 : ஶ語
⋞Ｂ

前期 : ஶ語
⋝Ａ

前期 : ஶ語
⋞Ａ

後期 : ഄఴB

前期 : ഄఴA

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 電⼦
計算機⋝

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : 電⼦
計算機⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

後期 : 製௕
⋜

前期 : 製௕
⋛

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

前期 : 電気
回路⋛

後期 : 電჌
気学⋛

前期 : 電気
回路⋛

前期 : 電気
回路⋛

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

後期 : 電⼦
計算機⋝

前期 : 電⼦
計算機⋜

前期 : ๶分
積分⋛A

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

後期 : プロ
グラミング
技法⋜

前期 : プロ
グラミング
技法⋛

前期 : ๶分
積分⋛A

前期 : 電気
回路⋛

前期 : ๶分
積分⋛A

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

後期 : 実験
実ಆ⋜

前期 : 実験
実ಆ⋛

前
期

1
年

後
期 後期 : 基ຊ

数学⋜

後期 : 基ຊ
数学⋝

前期 : 基ຊ
数学⋛

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 国語
⋛B

前期 : 国語
⋛A

後期 : ஶ語
⋛B

後期 : ஶ語
⋜B

前期 : ஶ語
⋛A

前期 : ஶ語
⋜A

前期 : ஶ⽂
法

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : 技術
者⼊⾨⋜

前期 : 技術
者⼊⾨I

後期 : 電⼦
計算機⋛

前期 : 計算
機౰ಆ

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : 機༊
制౪⼊⾨⋜

後期 : 機༊
制౪⼊⾨⋜

前期 : 機༊
制౪⼊⾨⋛

後期 : 機༊
制౪⼊⾨⋜

前期 : 機༊
制౪⼊⾨⋛

前期 : 機༊
制౪⼊⾨⋛

前期 : 機༊
制౪⼊⾨⋛

前期 : 機༊
制౪⼊⾨⋛

後期 : 電⼦
計算機⋛

前期 : 計算
機౰ಆ

後期 : 技術
者⼊⾨⋜

前期 : 技術
者⼊⾨I

後期 : 技術
者⼊⾨⋜

前期 : 技術
者⼊⾨I

後期 : 技術
者⼊⾨⋜

前期 : 技術
者⼊⾨I

前期 : 技術
者⼊⾨I

前
期

  数学 物理 物理実ୡ 化学(⼀ಹ) 化学実ୡ
ライフサイエ
ンス/アース
サイエンス

国ୁ ஶୁ 社会

⼯学実ୡ技୒
(各ர೾定⽅
法、データ処
理、考௄⽅
法)

技୒者຃理
(知的財産、
法ഥದஹ、持
続可能性をஅ
む)および技
୒ఴ

情報リテラシ
ー

グローバリゼ
ーション・౮
⽂化多⽂化理

解

製௕ 機༊設計 ⼒学 ೸流体 ⼯作 ౫料 情報処理 計೾制౪ 電気回ଡ଼ 電჌気 電⼦回ଡ଼ 電⼦⼯学 電⼒ 計೾ 制౪ プログラミン
グ ソフトウェア 計算機⼯学 コンピュータ

システム
システムプロ
グラム

情報通信ネッ
トワーク

情報数学・情
報理論

その౎の学ಆ
内容

機༊௺【実ୡ
実ಆ】

電気・電⼦௺
【実ୡ実ಆ】

情報௺【実
ୡ・実ಆ】 ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性

総合的な学ಆ
経ୡと൉ୗ的
思考⼒

  数学 ⾃ேఐ学 ⼈⽂・社会ఐ学 ⼯学基ຊ 機༊௺分野 電気・電⼦௺分野 情報௺分野 分野別の⼯学実ୡ・実ಆ能⼒ ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性
(⼈間⼒)

総合的な学ಆ
経ୡと൉ୗ的
思考⼒

-

電⼦制౪⼯学ఐ 開൥年度� 2020
           ⽬ఏ 

ౣ集中
g 学ಆ内容 g ఐ⽬割当 g カリキュラムマップ g 集計 g 集計サマリー ⽀援機能 

表⽰切り౹え︓  コース� JABEE 全て カリキュラムマップ

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Dashboard
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0119&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0109&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0100&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0130&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0100&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0130&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0184&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0186&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0152&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0168&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0156&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0157&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0181&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0193&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0154&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0155&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0192&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0161&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0162&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0163&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0158&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0159&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0160&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0182&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0166&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0167&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0164&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0165&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0174&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0173&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0172&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0187&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0176&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0175&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0189&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0177&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0177&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0177&year=2017
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0015&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0012&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0004&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0025&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0012&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0002&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0004&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0025&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0006&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=13&subject_id=0005&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/DepartmentMission.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SubjectMapping.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/CurriculumMap.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelEntry.aspx?department_id=13&year=2020&check=1
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/TargetLevelSummary.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SupportFunctions.aspx?department_id=13&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/JABEEMap.aspx?department_id=13&year=2020
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௧
2
年

後
期

前
期

௧
1
年

後
期

前
期

�
年

後
期

後期 : 信ಀ
૪理ੵ学⋜

前期 : 信ಀ
૪理ੵ学⋛

前期 : ૢ⽤
物理⋝

ૐ中 : ⽇本
ધ化૛

通年 : ⽇本
ୁ⋝

前期 : 国ધ
学

前期 : ஶୁ
౰ಆ⋜

前期 : ஶ会
話⋜

前期 : ⼼理
学

前期 : 法学

通年 : ドイ
ツୁ⋝

通年 : 中国
ୁ⋜

通年 : ⽇本
ୁ⋝

後期 : ઄଑
体ੵ学⋜

前期 : 計઴
機システム
⋛

後期 : 計઴
機システム
⋜

後期 : ઄଑
体ੵ学⋜

前期 : ૢ⽤
物理⋝

前期 : ઄଑
体ੵ学⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : 知ચ
システム⋜

後期 : ઺൸
情報システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

後期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : 知ચ
システム⋛

前期 : ઺൸
情報システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

前期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

後期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

前期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : 計઴
機システム
⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

後期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

前期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : 分ങ
情報システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : 分ങ
情報システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : 計઴
機システム
⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : 知ચ
システム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

後期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋜

後期 : 情報
理૛⋜

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : 知ચ
システム⋛

前期 : シミ
ュレーショ
ンੵ学⋛

前期 : 情報
理૛⋛

後期 : 情報
通信システ
ム⋜

後期 : 知ચ
システム⋜

後期 : 信ಀ
૪理ੵ学⋜

後期 : ઺൸
情報システ
ム⋜

後期 : 分ങ
情報システ
ム⋜

後期 : ソフ
トウェア設
計⋜

通年 : ෮業
ଢ଼஢

前期 : 情報
通信システ
ム⋛

前期 : ૢ⽤
物理⋝

前期 : 知ચ
システム⋛

前期 : 信ಀ
૪理ੵ学⋛

前期 : ઺൸
情報システ
ム⋛

前期 : 分ങ
情報システ
ム⋛

前期 : ソフ
トウェア設
計⋛

通年 : ෮業
ଢ଼஢

通年 : ෮業
ଢ଼஢

通年 : ෮業
ଢ଼஢

通年 : ෮業
ଢ଼஢

前
期

�
年

後
期

後期 : ૢ⽤
数学B

前期 : ૢ⽤
数学A

前期 : ଁ計
学

後期 : 国ୁ
表現

後期 : ஶୁ
౰ಆ⋛Ｂ

後期 : ஶ会
話⋛Ｂ

後期 : ⽇本
ୁ⋜Ｂ

ૐ中 : ⽇本
ધ化૛

前期 : ⽇本
ୁ⋜Ａ

後期 : ੵ業
ஶୁ

後期 : ஶୁ
౰ಆ⋛Ｂ

前期 : ஶୁ
౰ಆ⋛Ａ

前期 : ஶ会
話⋛Ａ

前期 : ஶୁ
౰ಆ⋛Ａ

後期 : າ学B

後期 : 経済
学B

後期 : 社会
学B

前期 : າ学A

前期 : 経済
学A

前期 : 社会
学A

前期 : ଁ計
学

後期 : ドイ
ツୁ⋜B

後期 : 中国
ୁ⋛B

後期 : ⽇本
ୁ⋜Ｂ

後期 : ੵ業
ஶୁ

前期 : ドイ
ツୁ⋜A

前期 : 中国
ୁ⋛A

前期 : ⽇本
ୁ⋜Ａ

後期 : プロ
グラミング
⾔ୁ⋜

後期 : ⾔ୁ
૪理௺⋜

後期 : オペ
レーティン
グシステム
⋜

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : プロ
グラミング
⾔ୁ⋛

前期 : ⾔ୁ
૪理௺⋛

前期 : オペ
レーティン
グシステム
⋛

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋝A

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋝B

後期 : プロ
グラミング
⾔ୁ⋜

後期 : ⾔ୁ
૪理௺⋜

後期 : オペ
レーティン
グシステム
⋜

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : プロ
グラミング
⾔ୁ⋛

前期 : ⾔ୁ
૪理௺⋛

前期 : オペ
レーティン
グシステム
⋛

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋝A

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋝B

後期 : ⾔ୁ
૪理௺⋜

後期 : オペ
レーティン
グシステム
⋜

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : コン
ピュータア
ーキテクチ
ャ⋝

前期 : イン
ターフェー
ス回ଡ଼

前期 : ⾔ୁ
૪理௺⋛

前期 : オペ
レーティン
グシステム
⋛

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : 実
ୡ・実ಆ⋞

後期 : ⾔ୁ
૪理௺⋜

後期 : オペ
レーティン
グシステム
⋜

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : コン
ピュータア
ーキテクチ
ャ⋝

前期 : イン
ターフェー
ス回ଡ଼

前期 : ⾔ୁ
૪理௺⋛

前期 : オペ
レーティン
グシステム
⋛

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

後期 : ⾔ୁ
૪理௺⋜

後期 : オペ
レーティン
グシステム
⋜

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : ⾔ୁ
૪理௺⋛

前期 : オペ
レーティン
グシステム
⋛

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

後期 : ૢ⽤
数学B

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : ૢ⽤
数学A

後期 : プレ
ゼンテーシ
ョンૼ法

後期 : ੵ業
ஶୁ

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

後期 : ૢ⽤
数学B

前期 : 実
ୡ・実ಆ⋞

前期 : ૢ⽤
数学A

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : 実
ୡ・実ಆ⋞

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

後期 : プレ
ゼンテーシ
ョンૼ法

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : 学外
実ಆ

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

前期 : 学外
実ಆ

後期 : 計઴
機インター
フェース⋜

後期 : 情報
セキュリテ
ィ⋜

後期 : プレ
ゼンテーシ
ョンૼ法

後期 : ୖ題
ଢ଼஢

前期 : 計઴
機インター
フェース⋛

前期 : 情報
セキュリテ
ィ⋛

前期 : 学外
実ಆ前

期

3
年

後
期

後期 : ଍஄
代数⋜

後期 : ๶分
஋分⋝

前期 : ๶分
஋分⋜

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 化学
⋜

後期 : 化学
⋜

後期 : ﾗｲﾌｻｲ
ｴﾝｽ・ｱｰｽｻｲｴ
ﾝｽ

後期 : ⽇本
ୁ⋛B

ૐ中 : ⽇本
ધ化૛

前期 : 国ୁ
⋝

前期 : ⽇本
ୁ⋛A

後期 : ஶୁ
⋟B

前期 : ஶୁ
⋟A

後期 : 現代
社会B

前期 : 現代
社会A

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

前期 : 現代
社会A

後期 : ドイ
ツୁ⋛B

後期 : ⽇本
ୁ⋛B

前期 : 現代
社会A

前期 : ドイ
ツୁ⋛A

前期 : ⽇本
ୁ⋛A

後期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋜

後期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜B

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

前期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋛

前期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜A

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

後期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋜

後期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜B

前期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋛

前期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜A

後期 : ｺﾝﾋﾟｭ
ｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ⋜

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

前期 : ｺﾝﾋﾟｭ
ｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ⋛

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

後期 : ｺﾝﾋﾟｭ
ｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ⋜

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

前期 : ｺﾝﾋﾟｭ
ｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ⋛

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

前期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋛

前期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜A

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

後期 : ネッ
トワーク⼊
୅⋜

前期 : ネッ
トワーク౰
ಆ

前期 : ネッ
トワーク⼊
୅⋛

後期 : 情報
数学⋜

前期 : 情報
数学⋛

ૐ中 : ⽇本
ધ化૛

前期 : ﾃﾞｰﾀ
ଡୗとｱﾙｺﾞﾘ
ｽﾞﾑ⋛

前期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜A

後期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝B

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ౰ಆ
⋜A

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

通年 : ⼀ಹ
્શセミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前期 : 実
ୡ・実ಆ
⋝A

通年 : ⼀ಹ
્શセミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

通年 : ⼀ಹ
્શセミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ

前
期

2
年

後
期

後期 : ଍஄
代数⋛B

後期 : ๶分
஋分⋛B

前期 : ଍஄
代数⋛A

前期 : ๶分
஋分⋛A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 物理
学⋜B

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : 物理
学⋜A

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 国ୁ
⋜B

ૐ中 : ⽇本
ધ化૛

前期 : 国ୁ
⋜A

後期 : ஶୁ
⋝Ｂ

後期 : ஶୁ
⋞Ｂ

前期 : ஶୁ
⋝Ａ

前期 : ஶୁ
⋞Ａ

後期 : ഄఴB

前期 : ഄఴA

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : 電気
回ଡ଼⋜

後期 : ૛理
回ଡ଼⋜

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : 電気
回ଡ଼⋛

前期 : ૛理
回ଡ଼⋛

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : ૛理
回ଡ଼⋜

前期 : ૛理
回ଡ଼⋛

後期 : プロ
グラミング
基ຊ⋜

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛B

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : プロ
グラミング
基ຊ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛A

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : プロ
グラミング
基ຊ⋜

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛B

前期 : プロ
グラミング
基ຊ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛A

後期 : ૛理
回ଡ଼⋜

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : ଍஄
代数⋛A

前期 : ૛理
回ଡ଼⋛

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : プロ
グラミング
基ຊ⋜

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛B

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : プロ
グラミング
基ຊ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛A

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : プロ
グラミング
基ຊ⋜

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛B

後期 : 電気
回ଡ଼⋜

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : プロ
グラミング
基ຊ⋛

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛A

前期 : 電気
回ଡ଼⋛

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛B

後期 : 実ୡ
実ಆ IIB

前期 : プロ
グラミング
౰ಆ⋛A

前期 : 実ୡ
実ಆ IIA前

期

1
年

後
期

後期 : 基ຊ
数学⋜

後期 : 基ຊ
数学⋝

前期 : 基ຊ
数学⋛

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 国ୁ
⋛B

前期 : 国ୁ
⋛A

後期 : ஶୁ
⋛B

後期 : ஶୁ
⋜B

前期 : ஶୁ
⋛A

前期 : ஶୁ
⋜A

前期 : ஶધ
法

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

前期 : コン
ピュータ౰
ಆI

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : コン
ピュータ⼊
୅II

後期 : コン
ピュータ౰
ಆII

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : コン
ピュータ⼊
୅I

前期 : コン
ピュータ౰
ಆI

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

後期 : コン
ピュータ⼊
୅II

後期 : コン
ピュータ౰
ಆII

前期 : コン
ピュータ౰
ಆI

後期 : コン
ピュータ⼊
୅II

後期 : コン
ピュータ౰
ಆII

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : コン
ピュータ⼊
୅I

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

後期 : コン
ピュータ⼊
୅II

後期 : コン
ピュータ౰
ಆII

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : コン
ピュータ౰
ಆI

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

前期 : コン
ピュータ⼊
୅I

前期 : コン
ピュータ౰
ಆI

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

後期 : コン
ピュータ⼊
୅II

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA

後期 : コン
ピュータ౰
ಆII

後期 : ૼ୒
者⼊୅II

後期 : 実ୡ
実ಆIB

前期 : ૼ୒
者⼊୅I

前期 : 実ୡ
実ಆIA前

期

  数学 物理 物理実験 化学(⼀ಹ) 化学実験
ライフサイエ
ンス/アース
サイエンス

国語 英語 社会

⼯学実験技術
(各種೾定⽅
法、データ処
理、考௄⽅
法)

技術者຃理
(知的財産、
法ഥದ守、持
続可能性を含
む)および技
術ఴ

情報リテラシ
ー

グローバリゼ
ーション・౮
⽂化多⽂化理

解

電気回路 電⼦回路 電⼦⼯学 プログラミン
グ ソフトウェア 計算機⼯学 コンピュータ

システム
システムプロ
グラム

情報通信ネッ
トワーク

情報数学・情
報理論

その౎の学ಆ
内容

情報௺【実
験・実ಆ】 ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性

総合的な学ಆ
経験と൉造的
思考⼒

  数学 ⾃ேఐ学 ⼈⽂・社会ఐ学 ⼯学基ຊ 電気・電⼦௺分野 情報௺分野
分野別の⼯学
実験・実ಆ能

⼒
ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性

(⼈間⼒)

総合的な学ಆ
経験と൉造的
思考⼒

-

情報⼯学ఐ 開൥年度� 2020
           ⽬ఏ g 学ಆ内ઍ g ఐ⽬સ当 g カリキュラムマップ g ૐ計 g ૐ計サマリー ⽀ର機ચ 

表⽰切り౹え︓  コース� JABEE 全て カリキュラムマップ

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Dashboard
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0109&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0115&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0119&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0100&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0105&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0104&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0101&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0100&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0099&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0109&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0098&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0103&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0106&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0102&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0193&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0192&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0194&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0155&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0159&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0160&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0173&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0172&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0197&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0157&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0158&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0196&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0164&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0165&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0166&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0161&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0162&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0163&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0194&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0173&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0167&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0168&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0172&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0177&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0181&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0176&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0182&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0184&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0187&year=2017
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0018&year=2020
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0003&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0014&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0015&year=2020
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https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0014&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0015&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0014&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0014&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0016&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0020&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0015&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0017&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0019&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0013&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0015&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0018&year=2020
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=14&subject_id=0020&year=2020
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前
期

3
年

後
期 後期 : ଍஄

代数⋜

後期 : ๶分
஋分⋝

前期 : ๶分
஋分⋜

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 物理
学⋞

前期 : 物理
学⋝

後期 : 化学
⋜

後期 : ﾗｲﾌｻｲｴ
ﾝｽ・ｱｰｽｻｲｴﾝ
ｽ

後期 : ⽇本
ୁ⋛B

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国ୁ
⋝

前期 : ⽇本
ୁ⋛A

後期 : ஶୁ
⋟B

前期 : ஶୁ
⋟A

後期 : 現代
社会B

前期 : 現代
社会A

前期 : 現代社会A

後期 : ドイツ
ୁ⋛B

後期 : ⽇本ୁ
⋛B

前期 : 現代社
会A

前期 : ドイツ
ୁ⋛A

前期 : ⽇本ୁ
⋛A

前期 : ೾୤
学⋞

前期 : ೾୤
実ಆC

後期 : ⼟⽊総
合学ಆ⋛

後期 : コンク
リートଡୗ学
⋜

後期 : ⽔資౺
⼯学

前期 : コンク
リートଡୗ学
⋛

後期 : ⼟⽊
総合学ಆ⋛

後期 : ⽔資
౺⼯学

後期 : ⼟⽊
総合学ಆ⋛

後期 : ⼟ସ
⼒学⋜

後期 : ⽔資
౺⼯学

前期 : ⼟ସ
⼒学⋛

後期 : ⼟⽊
総合学ಆ⋛

後期 : ⽔理
学⋜

後期 : ⽔資
౺⼯学

前期 : ⽔理
学⋛

後期 : ⼟⽊
総合学ಆ⋛

後期 : 上下
⽔道⼯学⋛

後期 : ⽔資
౺⼯学

前期 : ୭୆
໪論

前期 : ⽔୭
୆⼯学

後期 : ⽔資౺
⼯学

後期 : ⽔資
౺⼯学

前期 : ೾୤
実ಆC

後期 : プロ
グラミング
౰ಆ

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : ⼀ಹ
特別セミナ
ー

通年 : プロ
ジェクト実
ಆ前

期

2
年

後
期

後期 : ๶分
஋分⋛B

後期 : ଍஄
代数⋛B

前期 : ଍஄
代数⋛A

前期 : ๶分
஋分⋛A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 物理
学⋜B

前期 : 物理
学⋜A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 化学
⋛B

前期 : 化学
⋛A

後期 : 国ୁ
⋜B

集中 : ⽇本
⽂化論

前期 : 国ୁ
⋜A

後期 : ஶୁ
⋝Ｂ

後期 : ஶୁ
⋞Ｂ

前期 : ஶୁ
⋝Ａ

前期 : ஶୁ
⋞Ａ

後期 : ഄఴB

前期 : ഄఴA

後期 : ౫料実
ୡ

後期 : ೾୤実
ಆB

前期 : ೾୤実
ಆA

後期 : ೾୤
学⋝

前期 : ೾୤
学⋜

後期 : ౫料実
ୡ

前期 : 建設౫
料学

後期 : ଡୗ
⼒学⋜

前期 : ଡୗ
⼒学⋛

後期 : ౫料
実ୡ

前期 : 建設
౫料学

後期 : ౫料
実ୡ

後期 : ೾୤
実ಆB

前期 : ೾୤
実ಆA

前期 : ୭୆
都市⼯学໪
論⋜

前期 : ୭୆
都市⼯学໪
論⋜

前
期

1
年

後
期 後期 : 基ຊ

数学⋜

後期 : 基ຊ
数学⋝

前期 : 基ຊ
数学⋛

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 物理
学⋛

前期 : 基ຊ
ఐ学

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 基ຊ
化学⋛B

前期 : 基ຊ
化学⋛A

後期 : 国ୁ
⋛B

前期 : 国ୁ
⋛A

後期 : ஶୁ
⋛B

後期 : ஶୁ
⋜B

前期 : ஶୁ
⋛A

前期 : ஶୁ
⋜A

前期 : ஶ⽂
法

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : 技୒者⼊
୅II

前期 : 技୒者⼊
୅I

後期 : 技୒
者⼊୅II

前期 : 技୒
者⼊୅I

前期 : 情報
処理⼊୅

後期 : 地理B

前期 : 地理A

後期 : ೾୤
学⋛

後期 : ⼒学
基ຊ

前期 : 技୒
者⼊୅I

後期 : 技୒
者⼊୅II

前期 : 技୒
者⼊୅I

前期 : 情報
処理⼊୅

後期 : 技୒
者⼊୅II

前期 : ୭୆
都市⼯学໪
論⋛

前期 : 技୒
者⼊୅I

後期 : 技୒
者⼊୅II

前期 : ୭୆
都市⼯学໪
論⋛

前期 : 技୒
者⼊୅I

前
期

  数学 物理 物理実験 化学(⼀ಹ) 化学実験
ライフサイエ
ンス/アースサ
イエンス

国語 英語 社会

⼯学実験技術
(各種೾定⽅
法、データ処
理、考察⽅法)

技術者຃理(知的
財産、法ഥದ守、
持続可能性を含
む)および技術史

情報リテラシ
ー

グローバリゼ
ーション・異
⽂化多⽂化理

解

೾量 材料 構造 地ೕ ⽔理 環境 計画 施⼯・法規 製図 建設系【実験
実ಆ】 ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性

総合的な学ಆ
経験と൉造的
思考⼒

  数学 ⾃然科学 ⼈⽂・社会科学 ⼯学基ຊ 建設系分野
分野別の⼯学
実験・実ಆ能

⼒
ሑ⽤的技能 態度・ಂ向性

(⼈間⼒)

総合的な学ಆ
経験と൉造的
思考⼒

-

環境都市⼯学科 開൥年度� 2020
           ⽬ఏ g 学ಆ内容 g ఐ⽬割当 g カリキュラムマップ g 集計 g 集計サマリー ⽀ର機能 

表⽰切り替え︓  コース� -ABEE 全て カリキュラムマップ

https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Dashboard
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0116&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0115&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0109&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0108&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0110&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0111&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0112&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0113&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0114&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0107&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0129&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0134&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0117&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0125&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0134&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0126&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0134&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0119&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0123&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0132&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0122&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0128&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0130&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0118&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0131&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0135&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0134&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0134&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0124&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0127&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0121&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0136&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0120&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0133&year=2016
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0195&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0194&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0196&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0192&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0177&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0192&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0158&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0176&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0174&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0175&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0162&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0163&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0199&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0160&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0161&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0198&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0167&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0168&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0169&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0164&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0165&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0166&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0172&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0173&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0176&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0170&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0171&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0175&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0187&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0184&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0179&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0187&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0178&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0183&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0182&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0181&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0180&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0185&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0186&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0188&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0189&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0187&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0190&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0191&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0197&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0193&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0197&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0193&year=2017
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0063&year=2018
https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/SyllabusEntry?school_id=14&department_id=15&subject_id=0065&year=2018
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�



ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯᩍົጤဨ఍つ๎ 

 

ᖹᡂ㸯㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥  

つ ๎ ➨ 㸲 ྕ 

 

㸦㊃᪨㸧 

➨㸯᮲ ࡢࡇつ๎ࠊࡣᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࡢ⤌⧊ཬࡧ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍつ๎㸦᫛࿴㸳㸴ᖺ

㸲᭶㸯᪥つ๎➨㸯ྕ㸧➨㸰㸶᮲➨㸱㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁᩍົጤဨ఍㸦௨ୗࠕጤဨ఍ࠖ࡜

 ࠋࡿࡵᐃࢆ஦㡯࡞ᚲせࠊࡋ㛵࡟㸧ࠋ࠺࠸

㸦ᑂ㆟஦㡯㸧 

➨㸰᮲ ጤဨ఍ࠊࡣḟ࡟ᥖࡿࡆ஦㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿࡍ  

㸦㸯㸧 ᩍ⫱ㄢ⛬ཬࡧᤵᴗ᫬㛫๭୪࡟ࡧᖺ㛫⾜஦ィ⏬࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 㸦㸰㸧 ヨ㦂ཬࡧホ౯ࡢࡑ௚ᒚಟ࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ  

 㸦㸱㸧 Ꮫᰯ⾜஦㸦Ꮫ⏕ጤဨ఍ࡀᡤᤸࡿࡍ஦㡯ࢆ㝖ࠋࡃ㸧࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ  

 㸦㸲㸧 ࡢࡑ௚ᩍົ࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ  

㸦⤌⧊㸧 

➨㸱᮲ ጤဨ఍ࠊࡣḟ࡟ᥖࠋࡿࡍ⧊⤌࡚ࡗࡶࢆ⪅ࡿࡆ  

㸦㸯㸧 ᩍົ୺஦ 

㸦㸰㸧 ᩍົ୺஦⿵ 

㸦㸱㸧 Ꮫ⛉࣭Ꮫ⣔㸦௨ୗࠕᏛ⛉➼ࠖࠋ࠺࠸࡜㸧ࡽ࠿㑅ฟࡓࢀࡉᩍဨྛ㸯ྡ㸦ࠊࡋࡔࡓᩍ

ົ୺஦⿵ࢆ㑅ฟࡓࢀࡉᏛ⛉➼ࡣ㝖ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ㸧 

㸰 ጤဨ఍ࡢጤဨᰯࠊࡣ㛗ࡀጤკࠋࡿࡍ  

㸱 ➨㸯㡯➨㸱ྕ࡟ᥖࡿࡆጤဨࡢ௵ᮇࡣ㸰ᖺࠊࡋ࡜෌௵ࢆጉࠋ࠸࡞ࡆ 

㸦ጤဨ㛗㸧 

➨㸲᮲ ጤဨ఍࡟ጤဨ㛗ࠊࡁ⨨ࢆᩍົ୺஦࡚ࡗࡶࢆ඘࡚ࠋࡿ  

㸰 ጤဨ㛗ࠊࡣጤဨ఍ࢆᣍ㞟ࡢࡑࠊࡋ㆟㛗ࠋࡿ࡞࡜  

㸦ጤဨ௨እࡢฟᖍ㸧 

➨㸳᮲ ጤဨ఍ࡀᚲせ࡜ㄆࡓࡵሙྜࠊࡣጤဨ௨እࢆ⪅ࡢጤဨ఍࡟ฟᖍࡢࡑࡏࡉពぢࢆ⫈ྲྀ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

㸦஦ົ㸧 

➨㸴᮲ ጤဨ఍࡟㛵ࡿࡍ஦ົࠊࡣᏛ⏕ㄢ࡚࠸࠾࡟ฎ⌮ࠋࡿࡍ  

㸦㞧๎㸧 

➨㸵᮲ ࡢࡇつ๎࡟ᐃࡢࡢࡶࡿࡵእࠊጤဨ఍࡟㛵ࡋᚲせ࡞஦㡯ࠊࡣጤဨ఍ࡢ㆟ࢆ⤒࡚ᰯ㛗

 ࠋࡿࡵᐃ࡟ูࡀ

 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸯㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣつ๎ࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸯㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣつ๎ࡢࡇ 

   㝃 ๎ 



 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸰㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣつ๎ࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸵᭶㸯᪥ࠊࡣつ๎ࡢࡇ   

㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸱㸯ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣつ๎ࡢࡇ 

 



ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࢺ࣓ࣥࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ࣭࢕ࢸࣝ࢝࢓ࣇ᥎㐍ጤဨ఍つ๎ 

 

ᖹᡂ㸯㸳ᖺ㸴᭶㸯㸰᪥  

つ ๎ ➨ 㸰 ྕ 

 

㸦㊃᪨㸧 

➨㸯᮲ ࡢࡇつ๎ࡣ㸪ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࡢ⤌⧊ཬࡧ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍつ๎㸦᫛࿴㸳㸴ᖺ

㸲᭶㸯᪥つ๎➨㸯ྕ㸧➨㸯㸷᮲➨㸰㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪࣓ࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ࣭࢕ࢸࣝ࢝࢓ࣇ

 ࠋࡿࡵᐃࢆ஦㡯࡞㸪ᚲせࡋ㛵࡟㸧ࠋ࠺࠸࡜ጤဨ఍ࠖࠕ᥎㐍ጤဨ఍㸦௨ୗࢺࣥ

 

㸦ᡤᤸ஦㡯㸧 

➨㸰᮲ ጤဨ఍ࡣ㸪ḟ࡟ᥖࡿࡆ஦㡯ࢆᑂ㆟ࡋ㸪ᇳ⾜ࠋࡿࡍ 

 㸦㸯㸧 ᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉⅬ᳨ホ౯࡜ᨵၿ࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ  

 㸦㸰㸧 ᩍဨࡢᩍ⫱᪉ἲཬࡢࡑࡧ௚ࡢᩍ⫱άືࡢⅬ᳨ホ౯࡜ᨵၿ࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 㸦㸱㸧 ᩍ⫱⎔ቃࡢⅬ᳨ホ౯࡜ᨵၿ࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 㸦㸲㸧 ᩍ⫱㛫ࡢࢺ࣓ࣥࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ࣭࢕ࢸࣝ࢝࢓ࣇࡿࡼ࡟ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᥎㐍࡟㛵ࡿࡍ

 ࠋ࡜ࡇ

 㸦㸳㸧 ࡢࡑ௚࡟ࢺ࣓ࣥࣉࢵࣟ࣋࢕ࢹ࣭࢕ࢸࣝ࢝࢓ࣇࡢ㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

㸦⤌⧊㸧 

➨㸱᮲ ጤဨ఍ࡣ㸪ḟ࡟ᥖࠋࡿࡍ⧊⤌࡚ࡗࡶࢆ⪅ࡿࡆ 

㸦㸯㸧 ๪ᰯ㛗㸦⥲ົᢸᙜ㸧 

㸦㸰㸧 ᰯ㛗ࡀᚲせ࡜ㄆࡓࡵⱝᖸྡ㸦ᩍົ୺஦⿵㸯ྡࠋࡴྵࢆ㸧  

㸦㸱㸧 Ꮫ⏕ㄢ㛗 

㸰 ጤဨ఍ࡢጤဨࡣ㸪ᰯ㛗ࡀጤკࠋࡿࡍ 

㸱 ➨㸯㡯➨㸰ྕ࡟ᥖࡿࡆጤဨࡢ௵ᮇࡣ㸪㸰ᖺ㸦ᩍົ୺஦⿵ࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡋ࡜㸪෌௵ࢆጉ࡞ࡆ

 ࠋ࠸

 

㸦ጤဨ㛗㸧 

➨㸲᮲ ጤဨ఍࡟ጤဨ㛗ࡁ⨨ࢆ㸪๪ᰯ㛗㸦⥲ົᢸᙜ㸧࡚ࡗࡶࢆ඘࡚ࠋࡿ 

㸰 ጤဨ㛗ࡣ㸪ጤဨ఍ࢆᣍ㞟ࡋ㸪ࡢࡑ㆟㛗ࠋࡿ࡞࡜  

㸱 ጤဨ㛗࡟஦ᨾࡣࡁ࡜ࡿ࠶㸪๪ጤဨ㛗ࢆົ⫋ࡢࡑࡀ௦⾜ࠋࡿࡍ 

 

㸦ጤဨ௨እࡢฟᖍ㸧 

➨㸳᮲ ጤဨ఍ࡀᚲせ࡜ㄆࡓࡵሙྜࡣ㸪ጤဨ௨እࢆ⪅ࡢጤဨ఍࡟ฟᖍࡏࡉ㸪ࡢࡑពぢࢆ⫈

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍྲྀ

 

㸦஦ົ㸧 

➨㸴᮲ ጤဨ఍࡟㛵ࡿࡍ஦ົࡣ㸪Ꮫ⏕ㄢ࡚࠸࠾࡟ฎ⌮ࠋࡿࡍ 

 



㸦㞧๎㸧 

➨㸵᮲ ࡢࡇつ๎࡟ᐃࡢࡢࡶࡿࡵእ㸪ጤဨ఍࡟㛵ࡋᚲせ࡞஦㡯ࡣ㸪ጤဨ఍ࡢ㆟ࢆ⤒࡚ᰯ㛗

 ࠋࡿࡵᐃ࡟ูࡀ

 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿㸪ᖹᡂ㸯㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡣつ๎ࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿㸪ᖹᡂ㸯㸴ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡣつ๎ࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ࠿㸪ᖹᡂ㸰㸵ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡋ⾜᪋ࡽ࠿㸪ᖹᡂ㸰㸵ᖺ㸯㸮᭶㸶᪥ࡣつ๎ࡢࡇ 

㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿㸪௧࿴㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡣつ๎ࡢࡇ 

 



ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ㐠Ⴀ༠㆟఍ࡢ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍෆつ  

 

᫛࿴㸳㸴ᖺ㸲᭶㸯㸴᪥  

⣽ ๎ ➨ 㸱 ྕ 

 

㸯 ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࡢ⤌⧊ཬࡧ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍつ๎➨㸰㸱᮲➨㸲㡯࡟ᇶ࡙ࠊࡁ㐠Ⴀ

༠㆟఍ࡢ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍᚲせ࡞஦㡯࡚࠸ࡘ࡟ᐃࠋࡿࡵ 

㸰 㐠Ⴀ༠㆟఍ࠊࡣẖ᭶➨㸯ࠊ➨㸱ᮌ᭙᪥ࢆᐃ౛ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜ᚲせࡿ࠶ࡢሙྜࠊࡣ⮫

᫬࡟㛤ദࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ  

㸱 ᰯ㛗࡟஦ᨾࠊࡣࡁ࡜ࡿ࠶ᩍົ୺஦ᰯࡀ㛗ࡢ௦⌮࡚ࡗ࡞࡜୺ᐓࠋࡿࡍ  

㸦㸰㸧 ୺஦ࠊᑓᨷ⛉㛗ࠊᆅᇦඹྠ࣮ࢱࣥࢭࣀࢡࢸ㛗ཪࡣ୺௵࡟஦ᨾࢀࡑࠊࡣࡁ࡜ࡿ࠶  

ᑓ௵ᩍဨࡢᏛ⛉࣭Ꮫ⣔ࡢࢀࡒࢀࡑࡣ㛗ཪ࣮ࢱࣥࢭ๪ࠊ๪ᑓᨷ⛉㛗ࠊ⿵୺஦ࡢࢀࡒ  

㸦ຓᡭࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡽ࠿ࡕ࠺ࡢ௦⌮࡟ฟᖍࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ  

㸲 ㆟᱌ࡢᥦฟᰯࠊࡣ㛗ࠋ࠺⾜ࡀ  

 㸦㸰㸧 ୺஦ࠊᑓᨷ⛉㛗ࠊᆅᇦඹྠ࣮ࢱࣥࢭࣀࢡࢸ㛗ࠊ≉ᐃࡢᴗົࢆᢸᙜࡿࡍ๪ᰯ㛗ཪ  

㛗ᰯࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊࡣሙྜࡿࡍ࡜ᚲせࢆᥦฟࡢᡤᤸ஦㡯࡛㆟᱌ࡢࢀࡒࢀࡑࡀ௵୺ࡣ      

ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿฟࡋ⏦࡟      

 㸦㸱㸧 ᅗ᭩㤋㛗ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠊ᝟ሗ࣮ࢱࣥࢭ㛗ࠊᅜ㝿஺ὶ࣮ࢱࣥࢭ㛗ࠊᐇ⩦ᕤሙ㛗ࠊ

Ꮫ⏕┦ㄯᐊ㛗ࠊ⏨ዪඹྠཧ⏬᥎㐍ᐊ㛗ཬ࢔ࣜࣕ࢟ࡧᨭ᥼ᐊ㛗ࡢࢀࡒࢀࡑࡀᡤᤸ஦

㡯࡛㆟᱌ࡢᥦฟࢆᚲせࡿࡍ࡜ሙྜᰯࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊࡣ㛗ࡋ⏦࡟ฟࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ  

㸳 ᰯ㛗ࠊࡣᚲせࡿ࠶ሙྜࠊࡣᵓᡂဨ௨እࢆ⪅ࡢ఍㆟࡟ฟᖍࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ  

 

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿᫛࿴㸳㸴ᖺ㸲᭶㸯㸴᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸯㸱ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸯㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸯㸴ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   

   㝃 ๎ 

 ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸰㸮ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ 

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸰㸯ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸰㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   

   㝃 ๎ 

ࠋࡿࡍ⾜᪋ࡽ࠿ᖹᡂ㸱㸮ᖺ㸵᭶㸯᪥ࠊࡣෆつࡢࡇ   



ᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛ᏛᰯⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ఍つ๎ 

 

ᖹᡂ㸰㸰ᖺ㸯㸰᭶㸰㸮᪥  

つ ๎ ➨ 㸯 㸱 ྕ 

 

㸦㊃᪨㸧 

➨㸯᮲ ࡢࡇつ๎ࠊࡣᮌ᭦ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯࡢ⤌⧊ཬࡧ㐠Ⴀ࡟㛵ࡿࡍつ๎㸦᫛࿴㸳㸴ᖺ

㸲᭶㸯᪥つ๎➨㸯ྕ㸧➨㸰㸮᮲➨㸰㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁⅬ᳨࣭ホ౯ጤဨ఍㸦௨ୗࠕጤဨ

఍ࠖࠋ࠺࠸࡜㸧࡟㛵ࠊࡋᚲせ࡞஦㡯ࢆᐃࠋࡿࡵ 

㸦ᡤᤸ஦㡯㸧 

➨㸰᮲ ጤဨ఍ࠊࡣḟ࡟ᥖࡿࡆ஦㡯ࢆᑂ㆟ࠊࡋᇳ⾜ࠋࡿࡍ 

㸦㸯㸧 ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ࡢᇶᮏ᪉㔪୪࡟ࡧᐇ᪋ᇶ‽➼࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ  

㸦㸰㸧  JABEE ㄆᐃཬࡧㄆドホ౯ࢆᚓ࡟ࡵࡓࡿᚲせࡿ࡞࡜᪋⟇࡟㛵ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 
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⽊更津⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム 取組概要

本プログラムは，学⽣の数理・データサイエンス・AIへの関⼼を⾼め，かつ，数理・データサイ
エンス・AIを適切に理解し，それを活⽤する基礎的な能⼒を育成することを⽬的として，数理・
データサイエンス・AIに関する基礎的な能⼒の向上を図る機会の拡⼤に資することを⽬標とする。

運営・改善
・教務委員会
・FD推進委員会
・運営協議会

魅⼒的な授業
・授業担当教職員
・授業評価アンケート

点検・評価
・点検・評価委員会
・運営諮問会議
（外部評価）

本プログラムの特徴的な取組

・全学⽣向け早期プログラミング教育

・サイバーセキュリティ教育
⾼専機構プロジェクトK-SEC拠点校

・ICTを活⽤した授業と学⽣⽀援
全教室からアクセス可能なWi-Fi環境
Microsoft 365を活⽤した授業・
学⽣⽀援



⽊更津⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム ⾃⼰点検評価
評価⽇時：2021年3⽉30⽇ 会議名称：運営協議会 開催場所：⽊更津⼯業⾼等専⾨学校
参加者：学校⻑、各副校⻑、各学系・学科主任、事務部⻑、総務課⻑、学⽣課⻑
⽬的：令和2年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラムの⾃⼰点検内部評価
評価項⽬：⽂部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度(リテラシーレベル)」の審査項⽬の観点による評価

認定制度の審査項⽬ モデルコアカリキュラム 対象科⽬ 内部評価
数理・データサイエンス・ＡＩは、現在進⾏中の社会変化（第4次産業⾰
命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであるこ
と、また、それが⾃らの⽣活と密接に結びついているものであること。

導⼊
1-1. 社会で起きている変化
1-6. データ・AI利活⽤の最新動向

現代社会A A
数理・データサイエンス・ＡＩが対象とする「社会で活⽤されているデー
タ」や「データの活⽤領域」は⾮常に広範囲であって、⽇常⽣活や社会の
課題を解決する有⽤なツールになり得ること。

導⼊
1-2. 社会で活⽤されているデータ
1-3. データ・AIの活⽤領域

情報処理Ⅰ（機械⼯学科）
情報リテラシー（電気電⼦⼯学科）
計算機演習（電⼦制御⼯学科）
コンピュータ⼊⾨Ⅰ（情報⼯学科）
情報処理⼊⾨（環境都市⼯学科）

A
様々なデータ利活⽤の現場におけるデータ利活⽤事例が⽰され、数理・
データサイエンス・ＡＩは様々な適⽤領域（流通、製造、⾦融、サービス、
インフラ、公共、ヘルスケア等）の知⾒と組み合わせることで価値を創出
するものであること。

導⼊
1-4. データ・AI利活⽤のための技術
1-5. データ・AI利活⽤の現場

現代社会A

A
数理・データサイエンス・ＡＩは万能ではなく、その活⽤に当たっての
様々な留意事項（ELSI、個⼈情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮
することが重要であること。

⼼得
3-1. データ・AI利活⽤における留意事項
3-2. データを守る上での留意事項

情報処理Ⅰ（機械⼯学科）
情報リテラシー（電気電⼦⼯学科）
計算機演習（電⼦制御⼯学科）
コンピュータ⼊⾨Ⅰ（情報⼯学科）
情報処理⼊⾨（環境都市⼯学科）
現代社会A

A

実データ・実課題（学術データ等を含む）を⽤いた演習など、社会での実
例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活⽤法に関すること。

基礎
2-1. データを読む
2-2. データを説明する
2-3. データを扱う

工学実験ⅠA・工学実験ⅠB（機械⼯学科）
実験実習ⅠA・実験実習ⅠB（電気電⼦⼯学科）
実験実習II・実験実習III（電⼦制御⼯学科）
実験・実習ⅠA・実験・実習ⅠB（情報⼯学科）
測量実習A・測量実習B（環境都市⼯学科）

A
S：審査項⽬の観点を上回る成果を達成した。
A：審査項⽬の観点通りの成果を達成した。
B：審査項⽬の観点を上回る成果を達成できなかったが、達成に向けての対応策が⽴案され、対応に着⼿している。
C：審査項⽬の観点通りの成果を達成できず、達成に向けての対応策が⽴案されていない。


